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■６月定例会議案 ・・・・・・・・・・・・・Ｐ ２ 

■定例会補正予算 ・・・・・・・・・・・・・Ｐ ３ 

■一部事務組合報告 ・・・・・・・・・・・・Ｐ ４ 

■定例会質疑・行政報告 ・・・・・・・・・・Ｐ ５ 

■議員全員協議会 ・・・・・・・・・・・・・Ｐ ６ 

■５月臨時会 ・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ ８ 

■一般質問（６名） ・・・・・・・・・・・・Ｐ ９ 

歓喜の先には 
▲県大会出場を決め喜ぶ 

甲洋ドリームスの選手たち 

 

（写真提供：甲洋ドリームス） 

写真提供ありがとうございました。

さらなるご活躍を期待しております。
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区分 
議案 

番号 
▼▼議議案案審審議議一一覧覧  

６６月月１１８８日日（（火火））  全全案案可可決決  
議決 

結果 

報告 ２ 
令和５年度一般会計継続費繰越計算書について 
【概要】継続費を設定したこども計画策定事業について、令和６年度への繰越額が確

定したもの 
報告 

報告 ３ 
令和５年度一般会計繰越明許費繰越計算書について 
【概要】繰越明許費を設定した新庁舎建設基本計画等策定事業など１５件の事業に

ついて、令和６年度への繰越額が確定したもの 
報告 

報告 ４ 
令和５年度農業集落排水事業特別会計繰越明許費繰越計算書について 
【概要】繰越明許費を設定した農業集落排水施設整備事業について、令和６年度への

繰越額が確定したもの 
報告 

議案 ３２ 

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例について 
【概要】国の家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴う改正 

可決 

議案 ３３ 
神明橋橋梁補修工事請負契約の締結について 
【概要】橋梁点検結果に基づき、神明橋の補修工事を行うもの 

可決 

議案 ３４ 
学校校務用パソコン購入契約の締結について 
【概要】町内８小中学校の教職員が校務で使用するパソコンおよびネットワーク機

器を購入するもの 
可決 

議案 ３５ 
いちょう公園体育館外壁等改修工事請負契約の締結について 
【概要】いちょう公園体育館長寿命化のため、屋根・外壁の塗装や非常階段等の改修

工事を行うもの 
可決 

議案 ３６ 
いちょう公園体育館照明器具改修工事請負契約の締結について 
【概要】いちょう公園体育館内の全ての照明を LED 化する工事を行うもの 

可決 

議案 ３７ 

青森県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び青森県市町村総

合事務組合規約の変更について 
【概要】令和６年度から導入される森林環境税の賦課徴収について共同処理する事

務の市町村税等の滞納整理に関する事務に加える必要があるため事務及び

規約の変更をするもの 

可決 

議案 ３８ 
令和６年度一般会計補正予算（第２号）について 
【概要】歳出では新庁舎建設に係る設計業務等委託料の計上の他、木ノ下中学校講堂

改築工事費の増額等 
可決 

議案 ３９ 
令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 
【概要】マイナンバーカードと保険証の一体化に伴うシステム改修委託料等を計上 

可決 

議案 ４０ 
令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 
【概要】保険事業と介護予防の一体的実施に伴う職員の時間外勤務手当を計上 

可決 
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定例会 

令令和和６６年年第第２２回回定定例例会会はは、、当当初初のの予予定定かからら一一週週間間会会期期延延長長

しし、、６６月月６６日日かからら１１８８日日ににかかけけてて１１３３日日間間のの日日程程でで開開かかれれままししたた。。

報報告告３３件件、、議議案案９９件件、、議議会会運運営営委委員員会会発発委委３３件件がが審審議議さされれ、、

いいずずれれもも原原案案ののととおおりり可可決決ししままししたた。。  
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区分 
議案 

番号 
▼議案審議一覧 

６月１８日（火） 全案可決 
議決 

結果 

報告 ２ 
令和５年度一般会計継続費繰越計算書について 
【概要】継続費を設定したこども計画策定事業について、令和６年度への繰越額が確

定したもの 
報告 

報告 ３ 
令和５年度一般会計繰越明許費繰越計算書について 
【概要】繰越明許費を設定した新庁舎建設基本計画等策定事業など１５件の事業に

ついて、令和６年度への繰越額が確定したもの 
報告 

報告 ４ 
令和５年度農業集落排水事業特別会計繰越明許費繰越計算書について 
【概要】繰越明許費を設定した農業集落排水施設整備事業について、令和６年度への

繰越額が確定したもの 
報告 

議案 ３２ 

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例について 
【概要】国の家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴う改正 

可決 

議案 ３３ 
神明橋橋梁補修工事請負契約の締結について 
【概要】橋梁点検結果に基づき、神明橋の補修工事を行うもの 

可決 

議案 ３４ 
学校校務用パソコン購入契約の締結について 
【概要】町内８小中学校の教職員が校務で使用するパソコンおよびネットワーク機

器を購入するもの 
可決 

議案 ３５ 
いちょう公園体育館外壁等改修工事請負契約の締結について 
【概要】いちょう公園体育館長寿命化のため、屋根・外壁の塗装や非常階段等の改修

工事を行うもの 
可決 

議案 ３６ 
いちょう公園体育館照明器具改修工事請負契約の締結について 
【概要】いちょう公園体育館内の全ての照明を LED 化する工事を行うもの 

可決 

議案 ３７ 

青森県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び青森県市町村総

合事務組合規約の変更について 
【概要】令和６年度から導入される森林環境税の賦課徴収について共同処理する事

務の市町村税等の滞納整理に関する事務に加える必要があるため事務及び

規約の変更をするもの 

可決 

議案 ３８ 
令和６年度一般会計補正予算（第２号）について 
【概要】歳出では新庁舎建設に係る設計業務等委託料の計上の他、木ノ下中学校講堂

改築工事費の増額等 
可決 

議案 ３９ 
令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 
【概要】マイナンバーカードと保険証の一体化に伴うシステム改修委託料等を計上 

可決 

議案 ４０ 
令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 
【概要】保険事業と介護予防の一体的実施に伴う職員の時間外勤務手当を計上 

可決 
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令和６年第２回定例会は、当初の予定から一週間会期延長

し、６月６日から１８日にかけて１３日間の日程で開かれました。

報告３件、議案９件、議会運営委員会発委３件が審議され、

いずれも原案のとおり可決しました。 

（次頁へつづく） 
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区分 

議案 

番号 
▼議案審議一覧 

６月１８日（火） 全案可決 
議決 

結果 

発委 ２ 

町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について 
【概要】地方自治法の一部改正に伴い、議会の議員に係る請負に関する規制が緩和さ

れたことを踏まえ、町議会議員と町との間に同法に規定する請負の状況を

公表すること等の条例を制定するもの 

可決 

発委 ３ 
町議会議員の請負の状況の公表に関する条例施行規程の制定について 
【概要】町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の施行に伴い、運用や手続きな

ど必要な事項に関して定めるもの 
可決 

発委 ４ 
町議会の個人情報の保護に関する条例施行規程の一部を改正する訓令につ

いて 
【概要】個人情報の保護に関する法律施行規則の改正に鑑み、所要の改正を行うもの 

可決 

特別会計／公営企業会計 補正予算 

特別会計 補正総額 補正後予算総額 歳出の主な内容 

特
別
会
計 

国民健康保険（第１号） 1,049 万円 23 億 1,121 万円 
マイナンバーカードと健康保険証の一

体化対応等に伴うシステム改修費用 

後期高齢者医療（第１号） 29 万円 2 億 9,460 万円 
保険事業と介護予防の一体的実施に

伴う職員の時間外手当 

※千の位を四捨五入しています。 

令和６年度 

６月の主な一般会計補正予算（第２号） 

歳入歳出予算額に３億 1,55３万円を増額し、予算の総額を１２１億 6,60７万円としました。 

令和６年度新たに非課税また

は均等割のみ課税となる世帯

へ一世帯あたり１０万円給

付。上記世帯内で扶養されて

いる１８歳以下の児童一人あ

たり５万円給付（国 10/10） 

補正額   6,300 万円

補正後 1 億 5,050 万円 

 

人件費及び資材高騰に伴

う増額 
〔令和６～７年度継続事業〕 

総額 ９億 650 万円 

 

補正額   6,252 万円 

補正後 ４億 4,371 万円 

 

工事内容精査による増額

〔スポーツ振興くじ助成

金充当〕 

 

 

補正額    494 万円 

補正後   7,058 万円 

 

木ノ下中学校 

講堂改築工事費 

新庁舎建設に係る測量・用

地調査、基本設計・実施設

計、地質調査等業務委託料 
〔令和６～７年度継続事業〕 

総額 ３億 1,330 万円 

 

新設 1 億 3,947 万円 

 

 

住民税均等割課税世帯等

支援給付金 

いちょう公園テニスコート

改修工事費 

新庁舎設計業務等 

委託料 

 

「発委」 
議会の会議において、委員会

が提出議案を提出して審議を求

めることです。 
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こ
こ
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]
[

こ
こ
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入

]

「報告」 
報告議案には様々な種類がありますが、今定例会の報告第２号は

令和５年度に支出が終わらなかった事業について、令和６年度へ繰越

して使用するための報告、報告第３・４号は予算を令和５年度中に執

行できない場合に令和６年度へ繰越して使用するための報告です。 

どちらも、この事務を行った場合、町長が次の本会議において「報

告」しなければなりません。 

議

会

用

語 
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一部事務組合とは、市町村が行う仕事の一部を複数の市町村が共同で行う

ことを目的として設置された行政機関です。 

６月定例会において、私たちの生活に関わりがある各広域事務組合等に派遣

されている３名の議員より事業報告がありました。 
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議会選出一部事務組合議会議員による派遣報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八戸地域広域市町村圏事務組合 

『消防』、『介護福祉等』に関する業務を 

行っている一部事務組合 

会計報告 令和６年度当初予算 

歳入歳出 ７９億 2,700 万円 

 

町分担金及び負担金       （千円） 

 155,1 費務総

介護認定審査会負担金 4,570 

旧やくら荘費負担金 1,349 

消防費負担金 3 億 14,076 

合  計 3 億 21,546 

 
 

派遣議員 

平 野
ひ ら の

 敏 彦
と し ひ こ

 

十和田地域広域事務組合 

『ごみ』、『火葬』、『し尿』に関する業務を 

行っている一部事務組合 

【構成市町村】 

八戸市・階上町・五戸町・南部町・ 

三戸町・田子町・新郷村・おいらせ町 

上北地方教育・福祉事務組合 

『知的障がい者施設等の管理及び運営』に 

関する業務を行っている一部事務組合 

 

【構成市町村】 

十和田市・三沢市・七戸町・東北町・横浜町・ 

野辺地町・六戸町・六ケ所村・おいらせ町 

派遣議員 

西 館
に し だ て

 芳 信
よ し の ぶ

 

会計報告 令和６年度当初予算 

歳入歳出 ７億 3,296 万円 

業務報告 派遣後これまでに議会を４回 

開催。 

・令和５年第１回臨時会（R5.8.4） 

・令和５年第２回定例会（R5.10.30） 

・令和６年第１回定例会（R6.2.7） 

・令和６年第１回臨時会（R6.5.30） 

所感 事務組合という共同体、手法をとおし

て地方公共団体が行政サービスをいか

に効率よく実施できるか学びたい。 

【構成市町村】 

十和田市・六戸町・五戸町・

新郷村・おいらせ町 

派遣議員 

木 村
き む ら

 忠 一
ちゅういち

 

会計報告 令和６年度当初予算 

                   （万円） 

会計 総予算額 町負担額 
町負担額 

前年比 

一般 7,265 684 ▲36 

清掃 12 億 5,689 2 億 5,214 777 

衛生 1 億 7,001 3,118 1,218 

火葬 6,835 1,109 29 

・町負担額の合計は約３億 125 万円 

前年度比 1,987 万円の増 

［
一
部
事
務
組
合
報
告
］

４  ○おいらせ町議会だより 2024.7.26 発行／懸橋かけはし第７４号○ 

一部事務組合とは、市町村が行う仕事の一部を複数の市町村が共同で行う

ことを目的として設置された行政機関です。 

６月定例会において、私たちの生活に関わりがある各広域事務組合等に派遣

されている３名の議員より事業報告がありました。 
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議会選出一部事務組合議会議員による派遣報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八戸地域広域市町村圏事務組合 

『消防』、『介護福祉等』に関する業務を 

行っている一部事務組合 

会計報告 令和６年度当初予算 

歳入歳出 ７９億 2,700 万円 

 

町分担金及び負担金       （千円） 

 155,1 費務総

介護認定審査会負担金 4,570 

旧やくら荘費負担金 1,349 

消防費負担金 3 億 14,076 

合  計 3 億 21,546 

 
 

派遣議員 

平 野
ひ ら の

 敏 彦
と し ひ こ

 

十和田地域広域事務組合 

『ごみ』、『火葬』、『し尿』に関する業務を 

行っている一部事務組合 

【構成市町村】 

八戸市・階上町・五戸町・南部町・ 

三戸町・田子町・新郷村・おいらせ町 

上北地方教育・福祉事務組合 

『知的障がい者施設等の管理及び運営』に 

関する業務を行っている一部事務組合 

 

【構成市町村】 

十和田市・三沢市・七戸町・東北町・横浜町・ 

野辺地町・六戸町・六ケ所村・おいらせ町 

派遣議員 

西 館
に し だ て

 芳 信
よ し の ぶ

 

会計報告 令和６年度当初予算 

歳入歳出 ７億 3,296 万円 

業務報告 派遣後これまでに議会を４回 

開催。 

・令和５年第１回臨時会（R5.8.4） 

・令和５年第２回定例会（R5.10.30） 

・令和６年第１回定例会（R6.2.7） 

・令和６年第１回臨時会（R6.5.30） 

所感 事務組合という共同体、手法をとおし

て地方公共団体が行政サービスをいか

に効率よく実施できるか学びたい。 

【構成市町村】 

十和田市・六戸町・五戸町・

新郷村・おいらせ町 

派遣議員 

木 村
き む ら

 忠 一
ちゅういち

 

会計報告 令和６年度当初予算 

                   （万円） 

会計 総予算額 町負担額 
町負担額 

前年比 

一般 7,265 684 ▲36 

清掃 12 億 5,689 2 億 5,214 777 

衛生 1 億 7,001 3,118 1,218 

火葬 6,835 1,109 29 

・町負担額の合計は約３億 125 万円 

前年度比 1,987 万円の増 
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第２回定例会 行政報告 
おいらせ町地域防災計画について、令和６年４月１日付で修正した概要について報告がありました。 

報告内容は抜粋して掲載しております。 

〇町地域防災計画とは 
災害対策基本計画に基づくおいらせ町の防災に関する基本計画です。 

作成・修正については、災害対策基本法及びおいらせ町執行機関の附

属機関の設置等に関する条例に基づき、防災関係機関の代表者等で構

成する、おいらせ町防災会議が行います。 

町地域防災計画は、国の防災基本計画、青森県地域防災計画及び指

定行政機関等の防災業務計画と整合性を持たせるものです。  

〇今後の修正計画の予定 
町は令和元年６月に十和田火山の火山災害警

報地域に指定されていますが、令和５年６月に火

山活動対策特別措置法の一部が改正されたた

め、今後「火山災害対策」について必要な修正等

を行っていきます。 

 

家庭に配布されている

防災安全マップも確認

してみよう！ 

〇町防災計画修正の主な内容 
（（１１））おおいいららせせ町町災災害害対対策策本本部部（（班班別別業業務務分分担担））のの

修修正正  

（（２２））津津波波災災害害予予防防対対策策（（津津波波災災害害警警戒戒区区域域））のの

追追加加  

（（３３））日日本本海海溝溝・・千千島島海海溝溝周周辺辺海海溝溝型型地地震震防防災災対対

策策推推進進計計画画のの修修正正  

（（４４））協協定定のの追追加加  

（（５５））洪洪水水浸浸水水想想定定区区域域内内にに位位置置すするる要要配配慮慮者者利利

用用施施設設のの修修正正  

（（６６））津津波波災災害害警警戒戒区区域域内内にに位位置置すするる要要配配慮慮者者利利

用用施施設設をを新新たたにに追追加加  

▲町地域防災計画 

 

【報告第２号】 

令和５年度一般会計継続費繰越計算書 
 

問 こども計画の「こども」の定義は。 

（西館
にしだて

 芳信
よしのぶ

 議員） 

答 こども計画の策定を規定しているこども基本法に

おいて「こども」とは「心身の発達の過程にある者」

としており、年齢の要件があるわけではない。 

 

【議案第３４号】 

学校校務用パソコン購入契約の締結 
 

問 入札辞退した業者の辞退理由と、辞退が続いた場

合の町の対応は。          （平野
ひ ら の

 敏彦
と し ひ こ

 議員） 

答 仕様書の内容に対応できない等、各社によって理

由は異なる。辞退理由を確認し次回の参考にする。 

【議案第３８号】 

令和６年度一般会計補正予算 
 

問 県市町村元気事業費補助金の内容と事業終了

となった理由は。        （大浦
おおうら

 陽子
よ う こ

 議員） 

答 特産品開発やまちづくりを支援する事業。昨年

度は八戸圏域のＰＲ事業等に活用した。県の方針

で核燃税交付金を拡充するため廃止となった。 

 

問 下田公園テニスコート解体工事は当初、駐車場

にするために予算措置していたと思うが、工事

の内容は。              （楢山
ならやま

 忠
ただし

 議員） 

答 基礎からフェンスまで

全てを撤去する。コート

の塗料にアスベストが含

まれているので、その対

応を含めた工事を行い、

更地にして草刈りをしな

がら保全管理していく。 
 

▲解体されるテニスコート

※「おいらせ町地域防災計画」は町ホームページに掲載しています。 

［
質
疑
・
行
政
報
告
］
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全員協議会とは、町政に関する重要な事件や町議会内部の事項について報告・協議するため必要に応じ

て開かれます。第２回では１件の案件について説明がありました。 

案件 ▼案件一覧 

１ 青森県学校給食費無償化等子育て支援市町村交付金に係る今後の方針について 

 

【概 要】 
県が創設した「青森県学校給食費無償化等子育て支援市町村交

付金」について、令和６年３月２６日開催の県説明会を踏まえ、

町の今後の方針の説明があり、各議員から様々な質問や意見が出

されました。 

 

【現状と経過】 

青森県の当初予算案報道において「令和６年１０月から小中学校の給食費無償化」という記事が掲

載されましたが、令和５年度に給食費無償化を実施している市町村は対象外となり交付金の活用は

認められないとの内容でした。 

平成３１年１月から無償化を実施している当町も対象外となり、すでに実施している自治体と未

実施の自治体とで交付額等が異なるとして、無償化実施自治体の首長や議会からも「不公平」との意

見が出されました。県とオンライン会議等で意見交換をしてきましたが、現段階では対象外のため、

今後、県の方針を注視した上で、町としては県給食費無償化交付金創設が発表される前に令和６年度

実施を決定していた事業について、財源補填として活用する予定です。 

区  分 
令和６年度１０月から３月分 

支出見込額 県交付金（８割） 

◆子ども医療費 

（高校生相当分） 
750 万円 600 万円 

◆給食費物価高騰分 

（差額値上げ分） 
443 万円 354 万円 

合  計 1,193 万円 954 万円 

 

【案件１】 
 

問 当町の給食費無償化は時限立法で２年後に終了

予定だが、その後も対象外になる理由は。 

（吉村
よしむら

 敏文
としぶみ

 議員） 

答 県からの説明では、基準として令和５年度に実

施している既存事業は対象外。すでに自治体の予

算で実施している事業を県が賄うのは「その自治

体の自治権を侵害する」という理由。 

問 すでに無償化を実施している１７市町村の中

で、青森市議会が県に対して意見書を提出した

とのことだがその方法は。   （楢山
な ら や ま

 忠
ただし

 議員） 
 

答 ３月定例会の中で議員提出議案（議員発議）と

して意見書を提出し可決され、県に提出した。 

 

問 交付金活用の申請期限が迫っているので、子

ども医療費と給食費物価高騰分は申請し、今

後、当町と１６市町村で足並みを揃えて県に要

望していくべきと考えるが。（佐々木
さ さ き

 勝
まさる

 議員） 

答 やみくもに反対する訳ではないが、町としての

意見は機会があるごとに伝えていきたい。 

 

町の負担が

減るよ！ 

▲給食の食材費は税金で賄われています 

議 員 全 員 協 議 会

［
全
員
協
議
会
］
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全員協議会とは、町政に関する重要な事件や町議会内部の事項について報告・協議するため必要に応じ

て開かれます。第２回では１件の案件について説明がありました。 

案件 ▼案件一覧 

１ 青森県学校給食費無償化等子育て支援市町村交付金に係る今後の方針について 

 

【概 要】 
県が創設した「青森県学校給食費無償化等子育て支援市町村交

付金」について、令和６年３月２６日開催の県説明会を踏まえ、

町の今後の方針の説明があり、各議員から様々な質問や意見が出

されました。 

 

【現状と経過】 

青森県の当初予算案報道において「令和６年１０月から小中学校の給食費無償化」という記事が掲

載されましたが、令和５年度に給食費無償化を実施している市町村は対象外となり交付金の活用は

認められないとの内容でした。 

平成３１年１月から無償化を実施している当町も対象外となり、すでに実施している自治体と未

実施の自治体とで交付額等が異なるとして、無償化実施自治体の首長や議会からも「不公平」との意

見が出されました。県とオンライン会議等で意見交換をしてきましたが、現段階では対象外のため、

今後、県の方針を注視した上で、町としては県給食費無償化交付金創設が発表される前に令和６年度

実施を決定していた事業について、財源補填として活用する予定です。 

区  分 
令和６年度１０月から３月分 

支出見込額 県交付金（８割） 

◆子ども医療費 

（高校生相当分） 
750 万円 600 万円 

◆給食費物価高騰分 

（差額値上げ分） 
443 万円 354 万円 

合  計 1,193 万円 954 万円 

 

【案件１】 
 

問 当町の給食費無償化は時限立法で２年後に終了

予定だが、その後も対象外になる理由は。 

（吉村
よしむら

 敏文
としぶみ

 議員） 

答 県からの説明では、基準として令和５年度に実

施している既存の無償化子育て支援事業は対象

外。すでに自治体の予算で実施している事業に県

が財政支援等を行うのは「その自治体の自治権を

侵害する」という理由。 

問 すでに無償化を実施している１７市町村の中

で、青森市議会が県に対して意見書を提出した

とのことだがその方法は。   （楢山
な ら や ま

 忠
ただし

 議員） 
 

答 ３月定例会の中で議員提出議案（議員発議）と

して意見書を提出し可決され、県に提出した。 

 

問 交付金活用の申請期限が迫っているので、子

ども医療費と給食費物価高騰分は申請し、今

後、当町と１６市町村で足並みを揃えて県に要

望していくべきと考えるが。（佐々木
さ さ き

 勝
まさる

 議員） 

答 やみくもに反対する訳ではないが、町としての

意見は機会があるごとに伝えていきたい。 

 

町の負担が

減るよ！ 

▲給食の食材費は税金で賄われています 
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第３回の全員協議会では２件の案件について説明がありました。こちらでは新庁舎建設についての内容

をピックアップして掲載します。 

案件 ▼案件一覧 

１ 新庁舎建設事業について 

2 
おいらせ町議会議員の請負の状況の公表に関する条例及び同施行規程の制定に

ついて 
 

【要 旨】 
令和５年度から建設候補地選定や基本構想・基本計画策定など具体的な作業に着手しており、現在

の進捗状況の報告と、全体工程及び補正予算計上業務について説明がありました。 

■作業スケジュール 

 

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度

基本・実施設計

事業認定・用地買収

造成工事

庁舎建設工事

外構工事

備品購入

施設管理委託

庁舎移転

供用開始

 

【案件１】 

新庁舎建設事業 

 

問 基本方針の中のライフサイクルコスト（ＬＣＣ）

の考え方とは。        （川口
か わ ぐ ち

 弘
ひ ろ

治
じ

 議員） 

答 設計・施工・維持管理・解体まで様々なコスト

がかかる。一連のトータルコストを考慮して計画

を進めていくという考え方。 

 

問 ８月から遺跡の発掘調査が始まるが、調査結果次第

で今後の作業に影響はあるのか。また、新庁舎建設

後、現庁舎の跡地利用について考えは。 

（小笠原
お が さ わ ら

 伸也
し ん や

 議員） 

答 出土品によっては調査期間の延長も考えられるが、

当該地区はこれまでも発掘調査を行っている。ある程

度、出土品は想定されているので、今年度中に終了す

る予定である。 

現在は新庁舎建設を最優先

に取り組んでいるため、現庁

舎についての具体的な検討

はしていない。 

■概算事業費 （億円） 

項  目 費用 

調査費 0.9 

設計・監理費 3.0 

用地費 6.6 

建設費 42.7 

防災無線費 0.5 

移転費 3.3 

計 57.0 

建設候補地にイオンモール下田の西側を選定し、４つの基本理念、８つの基本方針を基に計画を進め

ています。 

新庁舎と新病院が大型商業施設の隣接地に立地することにより、行政・医療・商業の集積エリアとし

ての交流や賑わいを推進する、新たなまちづくり拠点を形成していくものです。 

▲イオン西側の建設予定地 
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第３回の全員協議会では２件の案件について説明がありました。こちらでは新庁舎建設についての内容

をピックアップして掲載します。 

案件 ▼案件一覧

１ 新庁舎建設事業について 

2 
おいらせ町議会議員の請負の状況の公表に関する条例及び同施行規程の制定に

ついて 

【要 旨】 
令和５年度から建設候補地選定や基本構想・基本計画策定など具体的な作業に着手しており、現在

の進捗状況の報告と、全体工程及び補正予算計上業務について説明がありました。 

■作業スケジュール 

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度

基本・実施設計

事業認定・用地買収

造成工事

庁舎建設工事

外構工事

備品購入

施設管理委託

庁舎移転

供用開始

【案件１】 

新庁舎建設事業 

問 基本方針の中のライフサイクルコスト（ＬＣＣ）

の考え方とは。        （川口
か わ ぐ ち

 弘
ひ ろ

治
じ

議員） 

答 設計・施工・維持管理・解体まで様々なコスト

がかかる。一連のトータルコストを考慮して計画

を進めていくという考え方。 

問 ８月から遺跡の発掘調査が始まるが、調査結果次第

で今後の作業に影響はあるのか。また、新庁舎建設

後、現庁舎の跡地利用について考えは。 

（小笠原
お が さ わ ら

 伸也
し ん や

 議員） 

答 出土品によっては調査期間の延長も考えられるが、

当該地区はこれまでも発掘調査を行っている。ある程

度、出土品は想定されているので、今年度中に終了する

予定である。 

現在は新庁舎建設を最優先

に取り組んでいるため、現庁舎

についての具体的な検討はし

ていない。 

■概算事業費 （億円） 

項  目 費用 

調査費 0.9 

設計・監理費 3.0 

用地費 6.6 

建設費 42.7 

防災無線費 0.5 

移転費 3.3 

計 57.0 

建設候補地にイオンモール下田の西側を選定し、４つの基本理念、８つの基本方針を基に計画を進め

ています。 

新庁舎と新病院が大型商業施設の隣接地に立地することにより、行政・医療・商業の集積エリアとし

ての交流や賑わいを推進する、新たなまちづくり拠点を形成していくものです。 

▲イオン西側の建設予定地

議 員 全 員 協 議 会
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区分 
議案 
番号 

▼議案審議一覧 
５月２日（木）  全案可決 

議決 
結果 

報告 １ 
専決処分の報告について（自動車事故に係る損害賠償の額の決定） 
【概要】町所有車両と一般車両との自動車事故について損害賠償額が確定したもの 

報告 

承認 １ 
専決処分の承認を求めることについて（町税条例の一部を改正する条例） 
【概要】令和６年度税制改正による地方税法等の一部を改正する法律が施行されること

に伴う改正 
承認 

承認 ２ 

専決処分の承認を求めることについて（国民健康保険税条例の一部を改正する

条例） 
【概要】令和６年度税制改正による地方税法施行令の一部を改正する政令等が施行され

ることに伴う改正 

承認 

承認 ３ 

専決処分の承認を求めることについて（地方活力向上地域に係る固定資産税の
特別措置に関する条例の一部を改正する条例） 
【概要】地域再生法の省令の一部改正に伴う改正 

承認 

承認 ４ 
専決処分の承認を求めることについて（令和５年度一般会計補正予算（第８号）） 
【概要】主な内容は、歳出では子ども・子育て支援事業に係る実績額の計上。歳入では

財源調整のため財政調整基金繰入金を減額したもの 
承認 

議案 ２９ 
水槽付消防ポンプ自動車（百石第４分団）購入契約の締結について 
【概要】藤ヶ森地区の百石第４分団に配置している水槽付ポンプ自動車老朽化のため、

更新するもの 
可決 

議案 ３０ 
損害賠償の額の決定及び和解について 
【概要】令和６年２月に発生した大雪に伴う町管理防災林の枝折れにより、隣接事業者

所有物件の破損事故について損害賠償額を決定するもの 
可決 

議案 ３１ 
令和６年度一般会計補正予算（第１号）について 
【概要】主な内容は、歳出では国が実施する物価高騰対応事業に伴う定額減税調整給付

金及び住民税均等割課税世帯等支給給付金の計上。歳入は同額を計上 
可決 
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〔〔
５５
月月
臨臨
時時
会会]] 

 
[

一
般
質
問 

６
名] 

５月 

臨時会 

令令和和６６年年第第１１回回臨臨時時会会はは５５月月２２日日にに開開かかれれ、、報報告告１１件件、、承承認認４４件件、、  

議議案案３３件件がが審審議議さされれ、、いいずずれれもも原原案案ののととおおりり可可決決ししままししたた。。  

令令和和６６年年度度一一般般会会計計補補正正予予算算（（第第１１号号））はは歳歳入入歳歳出出  

予予算算額額にに３３億億５５，，００５５４４万万円円をを増増額額しし、、予予算算のの総総額額をを  

１１１１８８億億５５，，００５５４４万万円円ととししままししたた。。   

 
 

【承認第３号】 

専決処分の承認（地方活力向上地域に係る固定資

産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条

例） 

 

問 地方活力向上地域の具体的な対象地域は。 

（西館
に し だ て

 芳信
よ し の ぶ

 議員） 

答 国内では東京都と神奈川県以外の道府県が対象

となる。 

問 地方活力向上地域等特定業務施設整備事業と

は、地域再生計画に基づき認定された事業者

が、地方において事業を展開する場合に固定資

産税が減免されるという解釈でよいか。 

（川口
か わ ぐ ち

 弘
ひ ろ

治
じ

 議員） 

答 お見込のとおり。具体的には東京２３区に本社

がある会社が、本社機能を地方に移転、地方に

ある本社機能を拡大する場合等に固定資産税の

減免措置を受けることができる。 
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区分 
議案 
番号 

▼議案審議一覧 
５月２日（木）  全案可決 

議決 
結果 

報告 １ 
専決処分の報告について（自動車事故に係る損害賠償の額の決定） 
【概要】町所有車両と一般車両との自動車事故について損害賠償額が確定したもの 

報告 

承認 １ 
専決処分の承認を求めることについて（町税条例の一部を改正する条例） 
【概要】令和６年度税制改正による地方税法等の一部を改正する法律が施行されること

に伴う改正 
承認 

承認 ２ 

専決処分の承認を求めることについて（国民健康保険税条例の一部を改正する

条例） 
【概要】令和６年度税制改正による地方税法施行令の一部を改正する政令等が施行され

ることに伴う改正 

承認 

承認 ３ 

専決処分の承認を求めることについて（地方活力向上地域に係る固定資産税の
特別措置に関する条例の一部を改正する条例） 
【概要】地域再生法の省令の一部改正に伴う改正 

承認 

承認 ４ 
専決処分の承認を求めることについて（令和５年度一般会計補正予算（第８号）） 
【概要】歳入では各種交付金の増額と財源調整のため財政調整基金繰入金を減額したもの 

承認 

議案 ２９ 
水槽付消防ポンプ自動車（百石第４分団）購入契約の締結について 
【概要】藤ヶ森地区の百石第４分団に配置している水槽付ポンプ自動車老朽化のため、

更新するもの 
可決 

議案 ３０ 
損害賠償の額の決定及び和解について 
【概要】令和６年２月に発生した大雪に伴う町管理防災林の枝折れにより、隣接事業者

所有物件の破損事故について損害賠償額を決定するもの 
可決 

議案 ３１ 
令和６年度一般会計補正予算（第１号）について 
【概要】歳出では国が実施する物価高騰対応事業に伴う定額減税調整給付金及び住民税

均等割課税世帯等支援給付金の計上。歳入は国庫補助金を同額計上 
可決 
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５月 

臨時会 

令和６年第１回臨時会は５月２日に開かれ、報告１件、承認４件、 

議案３件が審議され、いずれも原案のとおり可決しました。 

令和６年度一般会計補正予算（第１号）は歳入歳出 

予算額に３億５，０５４万円を増額し、予算の総額を 

１１８億５，０５４万円としました。  

 
 

【承認第３号】 

専決処分の承認（地方活力向上地域に係る固定資

産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条

例） 

 

問 地方活力向上地域の具体的な対象地域は。 

（西館
に し だ て

 芳信
よ し の ぶ

 議員） 

答 国内では東京都と神奈川県以外の道府県が対象

となる。 

問 地方活力向上地域等特定業務施設整備事業と

は、地域再生計画に基づき認定された事業者

が、地方において事業を展開する場合に固定資

産税が減免されるという解釈でよいか。 

（川口
か わ ぐ ち

 弘
ひ ろ

治
じ

 議員） 

答 お見込のとおり。具体的には東京２３区に本社

がある会社が、本社機能を地方に移転、地方に

ある本社機能を拡大する場合等に固定資産税の

減免措置を受けることができる。 
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専決処分の承認（地方活力向上地域に係る固定資

産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条

例） 

 

問 地方活力向上地域の具体的な対象地域は。 

（西館
に し だ て

 芳信
よ し の ぶ

 議員） 

答 国内では東京都と神奈川県以外の道府県が対象

となる。 

問 地方活力向上地域等特定業務施設整備事業と

は、地域再生計画に基づき認定された事業者

が、地方において事業を展開する場合に固定資

産税が減免されるという解釈でよいか。 

（川口
か わ ぐ ち

 弘
ひ ろ

治
じ

 議員） 

答 お見込のとおり。具体的には東京２３区に本社

がある会社が、本社機能を地方に移転、地方に

ある本社機能を拡大する場合等に固定資産税の

減免措置を受けることができる。 
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一一  般般  質質  問問  

※一問一答方式の場合、６０分の制限時間内

であれば質問の回数に制限はありません。

「ぎかいだより懸橋」では、質問した議員が

原稿を作成しており、スペースの都合上、質

問と答弁を要約しています。 

 

※会議録は議会事務局（本庁舎３階）または

町ホームページで閲覧できます。また、本会

議場で傍聴することもできます。 

ページ 議員（質問順） 主な質問項目 

１０ 小笠原
お が さ わ ら

 伸也
し ん や

 議員 

・行政と社会福祉協議会の在り方について問う 

・高齢者等世帯に対する支援について問う 

・家庭用生ごみ処理補助金について問う 

１１ 平 野
ひ ら の

 敏 彦
と し ひ こ

 議員 

・町スポーツ施設の整備について問う 

・運転免許証の自主返納者に対する支援策は 

・申請書を「書かない窓口」の導入について問う 

１２ 楢山
な ら や ま

  忠
ただし

 議員 

・町の出生率と死亡率の現状は 

・人口減少対策について問う 

・新除雪機の運用について問う 

・古い消防車両の処分について問う 

１３ 沢
さ わ

尾
お

 宏 之
ひ ろ ゆ き

 議員 
・小中学校の授業時間について問う 

・浜道地区農道の整備について問う 

１４ 西 館
に し だ て

 芳 信
よ し の ぶ

 議員 ・消防団の組織実態と消防体制は 

１５ 澤上
さ わ か み

  訓
さとし

 議員 
・公共施設使用料見直しと減免基準変更に係る問題点に

ついて問う 

一般質問とは、年４回の定例会で行われ、議員が

町の執行機関に対し、事務の執行状況や将来の方針

について、所信や疑問をただすことです。現行の政

策を見直し、あるいは新規の政策を採用させるなど

の目的効果があります。 

６月定例会では６人の議員が登壇し、質問を行い

ました。ここでは、質問と答弁を要約した内容（10

頁から 15 頁まで）を登壇順（質問順）にお知らせ

します。 

［
一
般
質
問　
６
名
］
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行行政政とと社社会会福福祉祉協協議議会会のの在在りり方方ににつついいてて問問うう  

問問  社社会会福福祉祉協協議議会会はは非非営営利利団団体体かか。。  

答答 「公共性・公益性の高い営利を目的としない民間

団体」で、半官半民と呼ばれている。 

問問  社社会会福福祉祉協協議議会会にに対対すするる町町補補助助金金はは。。  

答答 補助金は、人件費のほかに社会福祉大会開催に関

する経費、町老人クラブ事業、町身体障害者福祉会

事業等に対し支出している。  

問問  町町ととのの連連携携、、指指導導やや助助言言ははああるるののかか。。  

答答 社会福祉協議会は社会福祉法で定められる社会

福祉法人の一つである。協議会内に監事を置き、団

体独自の監査機能がある。また、青森県の事務指導

が定期的に実施されている。 

町との連携や指導助言では、協議会に対し各事業

の補助や委託を行っているため、年に一回、協議会

と介護福祉課の職員が一同に集まり、事業について

意見交換会を実施し、事務改善や福祉推進につな

がるよう努めている。 

問問  社社会会福福祉祉協協議議会会会会費費のの納納入入率率はは町町全全世世帯帯数数のの

4488％％でで良良いいののかか。。  

答答 幅広く町民や町内の企業の理解を得て会費の納

入額増加につなげることが望ましいと認識しており、

町と社会福祉協議会との意見交換会において、納入

率向上に向けた方策について検討している。  

問問  会会費費がが減減少少ししたた場場合合、、町町補補助助金金をを充充ててるるののかか。。  

答答 協議会が会費を充てて独自に展開している事業に

ついては、町の補助金を充てることはない。  

問問  町町内内会会へへのの依依頼頼でではは、、町町内内会会にに加加入入ししてていいなないい町町

民民はは会会費費をを納納入入ししなないい傾傾向向ににああるるがが、、改改善善策策ははなないい

ののかか。。  

答答 町内会未加入者の対応も、町と協議会との意見交

換会において検討している。 

問問  会会費費をを納納入入ししてていいなないい町町民民はは各各種種ササーービビススをを受受けけ

らられれなないいののかか。。  

答答 協議会の事業は、会費の納入にかかわらず、実施

する各種サービスは対象者に該当すれば受けること

が可能。  

 
 

 

 

 

高高齢齢者者等等世世帯帯にに対対すするる支支援援ににつついいてて問問うう  

問問  可可燃燃ごごみみををごごみみスステテーーシショョンンままでで運運ぶぶここととがが困困難難なな

世世帯帯にに対対ししてて、、玄玄関関先先ででごごみみをを収収集集すするるササーービビススをを

実実施施ででききなないいかか。。  

答答 今後、支援が必要な

一人暮らし高齢者等が

増加すると見込み、町と

社会福祉協議会にお

いて有償ボランティア

制度の構築について検

討している。 

問問  タタククシシーー助助成成制制度度をを検検討討ししててははどどううかか。。  

答答 町で運行しているおいらバスを利用すれば、自宅前

から町内の病院やスーパー等の目的地まで直接外

出できる。 

家家庭庭用用生生ごごみみ処処理理補補助助金金ににつついいてて問問うう  

問問  家家庭庭用用生生ごごみみ処処理理機機購購入入補補助助金金のの上上限限をを引引きき上上

げげるる考考ええははなないいかか。。  

答答 当町の制度は補助率３分

の２、上限額２万円で実施

している。県内で補助率とし

ては一番高く、上限額も二

番目に高い設定となってい

ることから、今のところ引き

上げる考えはない。 
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行政と社会福祉協議会の関係は 
 

小笠原
お が さ わ ら

 伸也
し ん や

 議員 

▲社会福祉協議会を置く「いきいき館」 

 

［
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名
］
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行政と社会福祉協議会の在り方について問う

問 社会福祉協議会は非営利団体か。

答 「公共性・公益性の高い営利を目的としない民間

団体」で、半官半民と呼ばれている。 

問 社会福祉協議会に対する町補助金は。

答 補助金は、人件費のほかに社会福祉大会開催に関

する経費、町老人クラブ事業、町身体障害者福祉会

事業等に対し支出している。

問 町との連携、指導や助言はあるのか。

答 社会福祉協議会は社会福祉法で定められる社会

福祉法人の一つである。協議会内に監事を置き、団

体独自の監査機能がある。また、青森県の事務指導

が定期的に実施されている。 

町との連携や指導助言では、協議会に対し各事業

の補助や委託を行っているため、年に一回、協議会

と介護福祉課の職員が一同に集まり、事業について

意見交換会を実施し、事務改善や福祉推進につな

がるよう努めている。 

問 社会福祉協議会会費の納入率は町全世帯数の

48％で良いのか。

答 幅広く町民や町内の企業の理解を得て会費の納

入額増加につなげることが望ましいと認識しており、

町と社会福祉協議会との意見交換会において、納入

率向上に向けた方策について検討している。

問 会費が減少した場合、町補助金を充てるのか。

答 協議会が会費を充てて独自に展開している事業に

ついては、町の補助金を充てることはない。

問 町内会への依頼では、町内会に加入していない町

民は会費を納入しない傾向にあるが、改善策はない

のか。

答 町内会未加入者の対応も、町と協議会との意見交

換会において検討している。 

問 会費を納入していない町民は各種サービスを受け

られないのか。

答 協議会の事業は、会費の納入にかかわらず、実施

する各種サービスは対象者に該当すれば受けること

が可能。

高齢者等世帯に対する支援について問う

問 可燃ごみをごみステーションまで運ぶことが困難な

世帯に対して、玄関先でごみを収集するサービスを

実施できないか。

答 今後、支援が必要な

一人暮らし高齢者等が

増加すると見込み、町と

社会福祉協議会にお

いて有償ボランティア

制度の構築について検

討している。 

問 タクシー助成制度を検討してはどうか。

答 町で運行しているおいらバスを利用すれば、自宅前

から町内の病院やスーパー等の目的地まで直接外

出できる。 

家庭用生ごみ処理補助金について問う

問 家庭用生ごみ処理機購入補助金の上限を引き上

げる考えはないか。

答 当町の制度は補助率３分

の２、上限額２万円で実施

している。県内で補助率とし

ては一番高く、上限額も二

番目に高い設定となってい

ることから、今のところ引き

上げる考えはない。 
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行政と社会福祉協議会の関係は

小笠原
お が さ わ ら

 伸也
し ん や

議員

▲社会福祉協議会を置く「いきいき館」
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○おいらせ町議会だより 2024.7.26 発行／懸橋かけはし第７４号○  １１１１ 

町町ススポポーーツツ施施設設のの整整備備ににつついいてて問問うう  

問問  ススポポーーツツ振振興興でで町町民民がが心心身身ととももにに健健康康でで暮暮ららせせるる

町町、、子子育育てて支支援援やや町町民民のの交交流流、、ススポポーーツツ大大会会のの開開催催

ななどどをを望望むむ多多くくのの町町民民ののたためめにに、、いいちちょょうう公公園園ググララウウ

ンンドドのの人人工工芝芝化化とと夜夜間間照照明明設設備備のの見見通通ししはは。。  

答答 屋外スポーツ施設について施設の長寿命化を図る

事業を優先的に行っていて、今年度、東側に位置す

る土コートの照明改修に向けて設計業務を行う。グラ

ウンドの人工芝生化については現時点では整備計

画はない。 

再再  いいちちょょうう公公園園ググララウウンンドドでではは、、町町ササッッカカーー協協会会主主催催

ののデデーーリリーー東東北北中中学学ササッッカカーー大大会会がが５５２２回回、、東東奥奥日日

報報杯杯小小学学ササッッカカーー大大会会がが５５１１回回開開催催さされれてていいるる。。ここのの

間間、、近近隣隣のの六六戸戸町町、、七七戸戸町町、、東東北北町町、、六六ケケ所所村村、、十十和和

田田市市でで天天然然芝芝やや人人工工芝芝ググララウウンンドドがが整整備備さされれたた。。  

練練習習ししてていいるる子子どどももたたちちのの声声、、希希望望はは人人工工芝芝ググララウウ

ンンドドででああるる。。町町民民ににススポポーーツツにに対対すするる興興味味関関心心をを抱抱

かかせせるる機機会会ととななるるとと思思ううがが。。  

答答 町としてはスポーツだけでなく、いろいろな部分に

予算配分があるため、１施設だけに予算を充てること

は難しい。  

問問  人人工工芝芝ググララウウンンドドににつついいててはは文文部部科科学学省省やや国国土土交交

通通省省等等のの補補助助金金のの活活用用もも可可能能とと思思ううがが、、町町のの対対応応

はは。。  

答 現有施設の改修等については、国補助金ではなく、

スポーツ振興くじなど活用可能な助成金を調査研究

しながら進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運運転転免免許許証証のの自自主主返返納納者者にに対対すするる支支援援策策はは  

問問  高高齢齢者者へへのの事事故故防防止止対対策策ととししてて、、町町のの取取りり組組みみはは。。  

答答 町では警察や交通安全協会をはじめとした関係団

体・機関等と連携し、街頭啓発や広報活動のほか各

種イベント等でのチラシや反射材の配布、啓発講話

等を行っている。 

問問  自自主主返返納納者者のの把把握握ととデデメメリリッットト対対策策はは。。  

答答 自主返納者数は、県内市町村別で公表されていな

い。三沢警察署に問い合わせたところ、令和５年１１

月から本年５月分までの７か月分で、町民の返納者

は２３人、これを年間に換算すると約４０人から５０人

程度となる。デメリット対策は、経歴証明書の取得時

に県警発行の自主返納者支援事業の協賛店一覧

表が配布され、協賛店や一部自治体から各種特典

やサービス等を受けることができる。 

問問  自自主主返返納納でで受受けけらられれるる特特典典とと優優遇遇措措置置はは。。 

答答 運転経歴証明書を提示等すると、タクシー料金や

飲食・買い物・宿泊施設・一般廃棄物や家電の収集

運搬等での各種割引、食材、商品の配達、検診送迎

等のサービスを受けることができる。  

問問  町町独独自自のの支支援援策策のの考考ええははなないいかか。。  

答答 町では「おいらバス」の運行をはじめ、おいらせ病

院や入浴日利用者などへのバス運賃片道助成等を

している。一時的なクーポン券等を配布するより、免

許証を持たない交通弱者への恒久的な対策と考え

ている。現段階では自主返納者や経歴証明書所持

者に対する独自の助成は考えていない。 
 

申申請請書書をを「「書書かかなないい窓窓口口」」のの導導入入ににつついいてて問問うう  

問問  町町のの証証明明書書等等発発行行ままででのの所所要要時時間間はは。。  

答答 平均して５分程度。証明書の内容によって所要時間

は異なる。 

問問  町町民民とと職職員員双双方方のの負負担担軽軽減減とと高高齢齢者者へへののササーービビスス

ととししてて「「書書かかなないい窓窓口口」」導導入入のの考考ええははなないいかか。。  

答答 関係各課と課題調整を行いながら進めていくこと

になるが、町民課ではマイナンバーカードを活用した

システムの稼働に向けて準備している。 
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町町ススポポーーツツ施施設設のの整整備備ににつついいてて問問うう  

問問  ススポポーーツツ振振興興でで町町民民がが心心身身ととももにに健健康康でで暮暮ららせせるる

町町、、子子育育てて支支援援やや町町民民のの交交流流、、ススポポーーツツ大大会会のの開開催催

ななどどをを望望むむ多多くくのの町町民民ののたためめにに、、いいちちょょうう公公園園ググララウウ

ンンドドのの人人工工芝芝化化とと夜夜間間照照明明設設備備のの見見通通ししはは。。  

答答 屋外スポーツ施設について施設の長寿命化を図る

事業を優先的に行っていて、今年度、東側に位置す

る土コートの照明改修に向けて設計業務を行う。グラ

ウンドの人工芝生化については現時点では整備計

画はない。 

再再  いいちちょょうう公公園園ググララウウンンドドでではは、、町町ササッッカカーー協協会会主主催催

ののデデーーリリーー東東北北中中学学ササッッカカーー大大会会がが５５２２回回、、東東奥奥日日

報報杯杯小小学学ササッッカカーー大大会会がが５５１１回回開開催催さされれてていいるる。。ここのの

間間、、近近隣隣のの六六戸戸町町、、七七戸戸町町、、東東北北町町、、六六ケケ所所村村、、十十和和

田田市市でで天天然然芝芝やや人人工工芝芝ググララウウンンドドがが整整備備さされれたた。。  

練練習習ししてていいるる子子どどももたたちちのの声声、、希希望望はは人人工工芝芝ググララウウ

ンンドドででああるる。。町町民民ににススポポーーツツにに対対すするる興興味味関関心心をを抱抱

かかせせるる機機会会ととななるるとと思思ううがが。。  

答答 町としてはスポーツだけでなく、いろいろな部分に

予算配分があるため、１施設だけに予算を充てること

は難しい。  

問問  人人工工芝芝ググララウウンンドドににつついいててはは文文部部科科学学省省やや国国土土交交

通通省省等等のの補補助助金金のの活活用用もも可可能能とと思思ううがが、、町町のの対対応応

はは。。  

答 現有施設の改修等については、国補助金ではなく、

スポーツ振興くじなど活用可能な助成金を調査研究

しながら進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運運転転免免許許証証のの自自主主返返納納者者にに対対すするる支支援援策策はは  

問問  高高齢齢者者へへのの事事故故防防止止対対策策ととししてて、、町町のの取取りり組組みみはは。。  

答答 町では警察や交通安全協会をはじめとした関係団

体・機関等と連携し、街頭啓発や広報活動のほか各

種イベント等でのチラシや反射材の配布、啓発講話

等を行っている。 

問問  自自主主返返納納者者のの把把握握ととデデメメリリッットト対対策策はは。。  

答答 自主返納者数は、県内市町村別で公表されていな

い。三沢警察署に問い合わせたところ、令和５年１１

月から本年５月分までの７か月分で、町民の返納者

は２３人、これを年間に換算すると約４０人から５０人

程度となる。デメリット対策は、経歴証明書の取得時

に県警発行の自主返納者支援事業の協賛店一覧

表が配布され、協賛店や一部自治体から各種特典

やサービス等を受けることができる。 

問問  自自主主返返納納でで受受けけらられれるる特特典典とと優優遇遇措措置置はは。。 

答答 運転経歴証明書を提示等すると、タクシー料金や

飲食・買い物・宿泊施設・一般廃棄物や家電の収集

運搬等での各種割引、食材、商品の配達、検診送迎

等のサービスを受けることができる。  

問問  町町独独自自のの支支援援策策のの考考ええははなないいかか。。  

答答 町では「おいらバス」の運行をはじめ、おいらせ病

院や入浴日利用者などへのバス運賃片道助成等を

している。一時的なクーポン券等を配布するより、免

許証を持たない交通弱者への恒久的な対策と考え

ている。現段階では自主返納者や経歴証明書所持

者に対する独自の助成は考えていない。 
 

申申請請書書をを「「書書かかなないい窓窓口口」」のの導導入入ににつついいてて問問うう  

問問  町町のの証証明明書書等等発発行行ままででのの所所要要時時間間はは。。  

答答 平均して５分程度。証明書の内容によって所要時間

は異なる。 

問問  町町民民とと職職員員双双方方のの負負担担軽軽減減とと高高齢齢者者へへののササーービビスス

ととししてて「「書書かかなないい窓窓口口」」導導入入のの考考ええははなないいかか。。  

答答 関係各課と課題調整を行いながら進めていくこと

になるが、町民課ではマイナンバーカードを活用した

システムの稼働に向けて準備している。 
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▲いちょう公園東側のグラウンド 
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町町のの出出生生率率とと死死亡亡率率のの現現状状はは  

問問  厚厚生生労労働働省省発発表表のの２２００１１８８年年かからら２２００２２２２年年のの全全国国合合

計計特特殊殊出出生生率率（（※※１１））はは、、県県平平均均はは全全国国平平均均とと同同じじ  

１１．．３３３３人人、、町町はは１１．．６６７７人人とと素素晴晴ららししいい結結果果ででああっったた

がが、、そそのの評評価価はは。。  
（（※※１１））１１５５歳歳かからら４４９９歳歳ままででのの女女性性のの年年齢齢別別出出生生率率をを合合計計しし

たたもものの  

答答 県内自治体が前回調査より低下している中で、当

町は０．０３上昇しており、これまで実施してきた子育

て若者世帯を対象とする定住促進事業や各種子育

て支援が実を結び、子どもを産み育てやすい町とし

て発展してきたと感じている。 

問問  ２２００２２３３年年のの出出生生率率のの目目標標値値ととそそのの結結果果はは。。  

答答 ２０２３年の目標値を１．９人と設定しているが、その

結果は集計中である。２０２２年の合計特殊出生率は

１．８４人となっている。  

問問  合合計計特特殊殊出出生生率率のの将将来来像像ととそそのの対対策策はは。。  

答答 地域の合計特殊出生率の減少を踏まえて、令和２

年３月に改訂した「おいらせ町人口ビジョン」におい

て合計特殊出生率の目標値を２０３０年までに２．１

人としている。その取り組みとして「結婚・出産・子育

ての希望を叶える環境づくり」として子育て支援や出

会いや結婚の支援等を実施することとしている。 

問問  同同じじくく厚厚生生労労働働省省がが２２００１１８８年年かからら２２００２２２２年年のの５５年年間間

のの全全国国市市区区町町村村別別死死亡亡率率をを発発表表ししたた。。全全国国平平均均

をを１１００００ととすするるとと、、男男性性のの県県平平均均はは１１１１８８．．５５、、女女性性はは  

１１１１２２．．９９ででああっったた。。そそのの中中ににああっってて町町のの男男性性はは１１１１９９．．００ でで

２２３３位位、、女女性性はは１１１１４４．．００でで２２００位位ででああっったたががそそのの原原因因

はは。。  

答答 男女ともに脳血管疾患、肺炎、腎不全、自殺となっ

ている。また女性は急性心筋梗塞が多い。その原因

は生活習慣や食生活の乱れ、運動不足、ストレス、免

疫低下などが要因となっている。  

問問  県県のの男男女女別別平平均均死死亡亡年年齢齢とと、、町町のの男男女女別別平平均均死死

亡亡年年齢齢はは。。  

答答 県の男性平均寿命は７９．３歳、女性は８６．３歳。町

の男性平均寿命は７９．４歳、女性は８６．３歳。  

問問  男男女女別別のの死死亡亡原原因因のの１１位位かからら５５位位ととそそのの対対策策はは。。  

答答 男女別は集計中であるが、全体では、多い順に悪

性新生物、心疾患、脳血管疾患、肺炎、不慮の事故と

なっている。それらへの対策として、継続的な運動習

慣の定着、基本健診、がん検診の積極的な受診と精

密検査の受検、食生活の改善などについて、保健師

や栄養士を中心に取り組んでいく。 

 

人人口口減減少少対対策策ににつついいてて問問うう  

問問  民民間間組組織織「「人人口口戦戦略略会会議議」」がが将将来来「「消消滅滅のの可可能能性性

ががああるる」」自自治治体体はは、、青青森森県県でではは３３５５市市町町村村ととししてていい

たた。。そそのの中中ににああっってて回回避避ししてていいるる六六戸戸町町のの減減少少率率がが

最最もも低低くく、、次次いいででおおいいららせせ町町ででああっったた。。そそれれででもも当当町町

はは前前回回比比でで６６．．８８ポポイインントト悪悪化化ししてていいたた。。対対策策ととししてて計計

画画中中のの新新庁庁舎舎建建設設、、新新病病院院移移転転をを含含めめたた町町のの将将来来

像像をを積積極極的的にに PPRR すするるべべききとと考考ええるるがが。。  

答答 庁舎と病院整備を進める中で、商業施設との連携

強化を探り、町の付加価値を高めることで地域住民

に親しまれ、安心して生活を送れる環境を整えること

で人口減少対策の一助にしたい。 

新新除除雪雪機機のの運運用用ににつついいてて問問うう  

問問  昨昨年年度度運運用用のの除除雪雪機機はは主主ににどどここでで活活用用さされれたたのの

かか。。ままたた単単独独のの活活用用かか、、排排雪雪場場所所等等運運用用効効率率にに課課題題

ははななかかっったたののかか。。  

答答 昨年度は試験的に本庁舎西側および鍋久保の幹

線町道を単独作業で除雪を行った。道路脇に雪を堆

雪できない路線への対応が課題となっているので、

雪を積み込むトラックの確保などの体制整備を考え

ている。 

  

古古いい消消防防車車のの処処分分ににつついいてて問問うう  

問問  百百石石第第４４分分団団にに水水槽槽付付消消防防ポポンンププ自自動動車車をを購購入入すす

るるがが、、古古いい消消防防車車両両のの処処分分のの方方法法はは。。  

答答 一般競争入札による売り払いを想定している。  
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町町のの出出生生率率とと死死亡亡率率のの現現状状はは  

問問  厚厚生生労労働働省省発発表表のの２２００１１８８年年かからら２２００２２２２年年のの全全国国合合

計計特特殊殊出出生生率率（（※※１１））はは、、県県平平均均はは全全国国平平均均とと同同じじ  

１１．．３３３３人人、、町町はは１１．．６６７７人人とと素素晴晴ららししいい結結果果ででああっったた

がが、、そそのの評評価価はは。。  
（（※※１１））１１５５歳歳かからら４４９９歳歳ままででのの女女性性のの年年齢齢別別出出生生率率をを合合計計しし

たたもものの  

答答 県内自治体が前回調査より低下している中で、当

町は０．０３上昇しており、これまで実施してきた子育

て若者世帯を対象とする定住促進事業や各種子育

て支援が実を結び、子どもを産み育てやすい町とし

て発展してきたと感じている。 

問問  ２２００２２３３年年のの出出生生率率のの目目標標値値ととそそのの結結果果はは。。  

答答 ２０２３年の目標値を１．９人と設定しているが、その

結果は集計中である。２０２２年の合計特殊出生率は

１．８４人となっている。  

問問  合合計計特特殊殊出出生生率率のの将将来来像像ととそそのの対対策策はは。。  

答答 地域の合計特殊出生率の減少を踏まえて、令和２

年３月に改訂した「おいらせ町人口ビジョン」におい

て合計特殊出生率の目標値を２０３０年までに２．１

人としている。その取り組みとして「結婚・出産・子育

ての希望を叶える環境づくり」として子育て支援や出

会いや結婚の支援等を実施することとしている。 

問問  同同じじくく厚厚生生労労働働省省がが２２００１１８８年年かからら２２００２２２２年年のの５５年年間間

のの全全国国市市区区町町村村別別死死亡亡率率をを発発表表ししたた。。全全国国平平均均

をを１１００００ととすするるとと、、男男性性のの県県平平均均はは１１１１８８．．５５、、女女性性はは  

１１１１２２．．９９ででああっったた。。そそのの中中ににああっってて町町のの男男性性はは１１１１９９．．００ でで

２２３３位位、、女女性性はは１１１１４４．．００でで２２００位位ででああっったたががそそのの原原因因

はは。。  

答答 男女ともに脳血管疾患、肺炎、腎不全、自殺となっ

ている。また女性は急性心筋梗塞が多い。その原因

は生活習慣や食生活の乱れ、運動不足、ストレス、免

疫低下などが要因となっている。  

問問  県県のの男男女女別別平平均均死死亡亡年年齢齢とと、、町町のの男男女女別別平平均均死死

亡亡年年齢齢はは。。  

答答 県の男性平均寿命は７９．３歳、女性は８６．３歳。町

の男性平均寿命は７９．４歳、女性は８６．３歳。  

問問  男男女女別別のの死死亡亡原原因因のの１１位位かからら５５位位ととそそのの対対策策はは。。  

答答 男女別は集計中であるが、全体では、多い順に悪

性新生物、心疾患、脳血管疾患、肺炎、不慮の事故と

なっている。それらへの対策として、継続的な運動習

慣の定着、基本健診、がん検診の積極的な受診と精

密検査の受検、食生活の改善などについて、保健師

や栄養士を中心に取り組んでいく。 

 

人人口口減減少少対対策策ににつついいてて問問うう  

問問  民民間間組組織織「「人人口口戦戦略略会会議議」」がが将将来来「「消消滅滅のの可可能能性性

ががああるる」」自自治治体体はは、、青青森森県県でではは３３５５市市町町村村ととししてていい

たた。。そそのの中中ににああっってて回回避避ししてていいるる六六戸戸町町のの減減少少率率がが

最最もも低低くく、、次次いいででおおいいららせせ町町ででああっったた。。そそれれででもも当当町町

はは前前回回比比でで６６．．８８ポポイインントト悪悪化化ししてていいたた。。対対策策ととししてて計計

画画中中のの新新庁庁舎舎建建設設、、新新病病院院移移転転をを含含めめたた町町のの将将来来

像像をを積積極極的的にに PPRR すするるべべききとと考考ええるるがが。。  

答答 庁舎と病院整備を進める中で、商業施設との連携

強化を探り、町の付加価値を高めることで地域住民

に親しまれ、安心して生活を送れる環境を整えること

で人口減少対策の一助にしたい。 

新新除除雪雪機機のの運運用用ににつついいてて問問うう  

問問  昨昨年年度度運運用用のの除除雪雪機機はは主主ににどどここでで活活用用さされれたたのの

かか。。ままたた単単独独のの活活用用かか、、排排雪雪場場所所等等運運用用効効率率にに課課題題

ははななかかっったたののかか。。  

答答 昨年度は試験的に本庁舎西側および鍋久保の幹

線町道を単独作業で除雪を行った。道路脇に雪を堆

雪できない路線への対応が課題となっているので、

雪を積み込むトラックの確保などの体制整備を考え

ている。 

  

古古いい消消防防車車のの処処分分ににつついいてて問問うう  

問問  百百石石第第４４分分団団にに水水槽槽付付消消防防ポポンンププ自自動動車車をを購購入入すす

るるがが、、古古いい消消防防車車両両のの処処分分のの方方法法はは。。  

答答 一般競争入札による売り払いを想定している。  
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小小中中学学校校のの授授業業時時間間ににつついいてて問問うう  

問問  当当町町のの小小中中学学校校のの総総授授業業時時数数ととししてて、、小小学学校校１１年年

生生８８５５００単単位位、、２２年年生生９９５５００単単位位、、３３年年生生９９８８００単単位位、、４４～～

６６年年生生１１，，００１１６６単単位位、、中中学学校校はは１１，，００１１５５単単位位。。  

授授業業時時間間はは一一単単位位時時間間ああたたりり小小学学校校４４５５分分、、中中学学

校校５５００分分とと確確認認ししてていいるるがが。。  

答答 当町の小中学校の授業時間は、文部科学省で定

める標準授業時数に基づき、一単位時間を小学校

では４５分、中学校では５０分としている。 

問問  文文部部科科学学省省でではは授授業業時時間間のの見見直直ししがが検検討討さされれ、、今今

年年のの秋秋ににもも議議論論がが開開始始さされれるるよよううだだがが、、父父兄兄かかららもも

心心配配すするる声声がが聞聞ここええてていいるる。。  

思思考考力力やや表表現現力力ななどどをを重重視視ししてていいるる現現状状でではは、、現現

在在のの枠枠組組みみでではは難難ししくく、、教教育育環環境境のの格格差差もも広広ががっってて

いいるるよよううだだ。。すすででにに授授業業時時間間をを独独自自にに見見直直すす小小中中学学

校校ももあありり、、通通常常よよりり５５分分短短いい授授業業をを導導入入ししてていいるる自自治治

体体ももああるる。。午午前前中中にに５５時時間間ののほほううがが生生徒徒たたちちのの集集中中

力力をを持持続続ささせせややすすいいととのの意意見見ももああるる。。  

当当町町もも子子どどももたたちちのの教教育育環環境境をを改改善善しし学学力力をを向向上上

ささせせるるたためめのの準準備備がが必必要要とと思思ううがが、、今今後後のの対対応応をを伺伺

うう。。  

答答 文部科学省では、次期学習指導要領の改訂に向

け今年の秋にも議論が開始されるようだ。 

当町においては、教育環境の改善、学力向上の取

り組みをいろいろと進めてきているところであり、次

期学習指導要領の改訂に向けた議論を注視しなが

ら準備していきたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

浜浜道道地地区区農農道道のの整整備備ににつついいてて問問うう  

問問  浜浜道道地地区区のの歩歩道道のの整整備備はは浜浜道道１１１１３３－－１１付付近近ままでででで

中中断断ししてていいるる。。十十数数年年前前、、町町がが整整備備ししたた住住宅宅地地がが木木

ノノ下下東東ににあありり、、入入居居すするる際際、、歩歩道道がが整整備備さされれるる予予定定がが

ああるるとと当当時時のの職職員員かからら聞聞いいてていいたたよよううだだ。。ままたた、、そそのの

先先ににああるる住住宅宅分分譲譲地地ににもも多多数数のの住住民民がが生生活活しし、、小小中中

学学生生がが登登下下校校ししてていいるる状状況況ででああるるがが、、路路肩肩のの狭狭いい木木

ノノ下下農農村村公公園園ままででのの歩歩道道のの整整備備がが必必要要とと思思ううがが町町

ははどどののよよううにに考考ええてていいるるかか。。  

答答 歩道を新設する場合、工事費のほか用地補償費が

必要となり、多額の事業費を要するため、町道におけ

る歩道整備は通学路を優先することとしている。実施

路線については、各小学校からの要望を受け、町通

学路安全推進協議会において関係者からの意見を

伺いたいと考えている。 

問問  浜浜道道地地区区のの歩歩道道のの除除雪雪がが実実施施さされれてておおららずず、、通通学学

ししてていいるる生生徒徒にに尋尋ねねてて回回答答をを得得たた結結果果、、ここここ数数年年、、一一

度度もも除除雪雪さされれたた状状況況ははななくく車車道道をを通通行行すするるししかかななかか

っったたよよううだだ。。ここのの道道路路はは最最近近大大型型車車のの通通行行もも増増ええ交交

通通量量がが増増加加ししてていいるるここととももあありり、、住住民民のの安安全全がが懸懸念念ささ

れれるる。。  

近近隣隣住住民民にに降降雪雪量量のの状状況況にに応応じじてて除除雪雪をを依依頼頼すするる

等等のの検検討討ををししててもも良良いいかかとと思思ううがが、、今今後後のの対対応応をを伺伺

うう。。  

答答 歩道の除雪については、町のパートナーシップ歩道

除雪作業委託制度により、町内会などの地域の団体

の協力により実施している。浜道地区の歩道除雪に

ついても、この制度の活用が可能となっているので、

地域で作業に協力していただける方がいれば担当

課の地域整備課にお知らせいただきたい。 
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小小中中学学校校のの授授業業時時間間ににつついいてて問問うう  

問問  当当町町のの小小中中学学校校のの総総授授業業時時数数ととししてて、、小小学学校校１１年年

生生８８５５００単単位位、、２２年年生生９９５５００単単位位、、３３年年生生９９８８００単単位位、、４４～～

６６年年生生１１，，００１１６６単単位位、、中中学学校校はは１１，，００１１５５単単位位。。  

授授業業時時間間はは一一単単位位時時間間ああたたりり小小学学校校４４５５分分、、中中学学

校校５５００分分とと確確認認ししてていいるるがが。。  

答答 当町の小中学校の授業時間は、文部科学省で定

める標準授業時数に基づき、一単位時間を小学校

では４５分、中学校では５０分としている。 

問問  文文部部科科学学省省でではは授授業業時時間間のの見見直直ししがが検検討討さされれ、、今今

年年のの秋秋ににもも議議論論がが開開始始さされれるるよよううだだがが、、父父兄兄かかららもも

心心配配すするる声声がが聞聞ここええてていいるる。。  

思思考考力力やや表表現現力力ななどどをを重重視視ししてていいるる現現状状でではは、、現現

在在のの枠枠組組みみでではは難難ししくく、、教教育育環環境境のの格格差差もも広広ががっってて

いいるるよよううだだ。。すすででにに授授業業時時間間をを独独自自にに見見直直すす小小中中学学

校校ももあありり、、通通常常よよりり５５分分短短いい授授業業をを導導入入ししてていいるる自自治治

体体ももああるる。。午午前前中中にに５５時時間間ののほほううがが生生徒徒たたちちのの集集中中

力力をを持持続続ささせせややすすいいととのの意意見見ももああるる。。  

当当町町もも子子どどももたたちちのの教教育育環環境境をを改改善善しし学学力力をを向向上上

ささせせるるたためめのの準準備備がが必必要要とと思思ううがが、、今今後後のの対対応応をを伺伺

うう。。  

答答 文部科学省では、次期学習指導要領の改訂に向

け今年の秋にも議論が開始されるようだ。 

当町においては、教育環境の改善、学力向上の取

り組みをいろいろと進めてきているところであり、次

期学習指導要領の改訂に向けた議論を注視しなが

ら準備していきたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

浜浜道道地地区区農農道道のの整整備備ににつついいてて問問うう  

問問  浜浜道道地地区区のの歩歩道道のの整整備備はは浜浜道道１１１１３３－－１１付付近近ままでででで

中中断断ししてていいるる。。十十数数年年前前、、町町がが整整備備ししたた住住宅宅地地がが木木

ノノ下下東東ににあありり、、入入居居すするる際際、、歩歩道道がが整整備備さされれるる予予定定がが

ああるるとと当当時時のの職職員員かからら聞聞いいてていいたたよよううだだ。。ままたた、、そそのの

先先ににああるる住住宅宅分分譲譲地地ににもも多多数数のの住住民民がが生生活活しし、、小小中中

学学生生がが登登下下校校ししてていいるる状状況況ででああるるがが、、路路肩肩のの狭狭いい木木

ノノ下下農農村村公公園園ままででのの歩歩道道のの整整備備がが必必要要とと思思ううがが町町

ははどどののよよううにに考考ええてていいるるかか。。  

答答 歩道を新設する場合、工事費のほか用地補償費が

必要となり、多額の事業費を要するため、町道におけ

る歩道整備は通学路を優先することとしている。実施

路線については、各小学校からの要望を受け、町通

学路安全推進協議会において関係者からの意見を

伺いたいと考えている。 

問問  浜浜道道地地区区のの歩歩道道のの除除雪雪がが実実施施さされれてておおららずず、、通通学学

ししてていいるる生生徒徒にに尋尋ねねてて回回答答をを得得たた結結果果、、ここここ数数年年、、一一

度度もも除除雪雪さされれたた状状況況ははななくく車車道道をを通通行行すするるししかかななかか

っったたよよううだだ。。ここのの道道路路はは最最近近大大型型車車のの通通行行もも増増ええ交交

通通量量がが増増加加ししてていいるるここととももあありり、、住住民民のの安安全全がが懸懸念念ささ

れれるる。。  

近近隣隣住住民民にに降降雪雪量量のの状状況況にに応応じじてて除除雪雪をを依依頼頼すするる

等等のの検検討討ををししててもも良良いいかかとと思思ううがが、、今今後後のの対対応応をを伺伺

うう。。  

答答 歩道の除雪については、町のパートナーシップ歩道

除雪作業委託制度により、町内会などの地域の団体

の協力により実施している。浜道地区の歩道除雪に

ついても、この制度の活用が可能となっているので、

地域で作業に協力していただける方がいれば担当

課の地域整備課にお知らせいただきたい。 
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消消防防体体制制のの在在りり方方ににつついいてて問問うう  

問問  当当町町議議会会はは先先のの臨臨時時会会でで水水槽槽付付ポポンンププ自自動動車車１１

台台をを契契約約金金額額７７，，２２２２７７万万円円でで購購入入ししたた。。町町民民のの生生命命

財財産産をを守守るるたためめのの必必要要装装備備ででああるるがが、、安安いいももののでではは

なないいとと思思うう。。そそここでで、、ここれれにに関関すするる国国、、県県のの助助成成のの有有

無無及及びび事事業業制制度度のの状状況況はは。。  

答答 国及び県の補助金は入っておらず、緊急防災・減

災事業による全額地方債だが、令和７年度までの期

限付事業であるため、起債充当率１００％、交付税参

入７０％と有利性のある起債であると考えている。 

問問  各各分分団団にに対対すするる水水槽槽付付ポポンンププ車車購購入入割割当当基基準準、、優優

先先度度ががああれればばおお示示しし願願いいたたいい。。  

答答 割当基準はなく、市街地が入り組んでいたり農地

や山林が多く、水利が近くにないなどの条件下で、

町と分団の協議により車両選定を行ってきた。 

更新は、水槽付きの場合は同車種での更新を基本

に、経過年数３０年以上で走行距離や老朽度合い

等の要件で優先度を決定している。  

問問  町町所所有有のの消消防防自自動動車車のの総総数数、、水水槽槽付付とと水水槽槽ががつついい

てていいなないいポポンンププ車車のの割割合合とと、、今今後後のの水水槽槽付付ポポンンププ車車

占占有有率率のの目目標標値値ががああれればば、、そそのの実実現現計計画画はは。。  

答答 消防自動車の総数は１９台で、そのうち水槽付ポン

プ自動車が５台で全体の約２６％、残り１４台のうち

普通ポンプ自動車が１３台、小型ポンプ積載車が１

台。現段階では新たに水槽付ポンプ自動車を配備す

る予定はない。 

問問  毎毎年年のの消消防防費費のの予予算算、、決決算算書書をを見見るるとと非非常常備備消消防防

費費にに事事務務組組合合負負担担金金がが計計上上さされれてていいるるがが、、そそのの考考ええ

方方はは。。  

答答 八戸広域市町村圏事務組合消防費負担金の計上

科目については、合併時から非常備消防費に計上さ

れてきており予算執行上の問題はない。 

問問  消消防防費費のの中中にに、、分分団団順順にに年年次次でで拠拠点点施施設設（（屯屯所所、、

詰詰所所等等））のの改改修修費費がが計計上上さされれるるののはは常常だだがが、、ここのの事事

業業のの到到達達点点とと必必要要財財源源額額はは。。  

答答 一定の目安として塗装１５年、木造大規模改修４０

年等の経過年数での目標年度を設けている。 
 

現有１８箇所の分団施設を目安に当てはめ今後

１０年間での年次計画を組むと、令和１５年度までに

塗装１３施設、大規模改修４施設等、概算で約１億

円が見込まれる。 

問問  おおいいららせせ消消防防署署及及びび北北分分遣遣所所のの設設置置年年、、定定員員、、装装

備備、、シシフフトト体体制制、、設設置置年年をを境境ととししたた、、今今でではは年年間間３３億億５５

千千万万円円前前後後にに達達すするる分分担担金金等等のの増増減減ははどどのの程程度度

かか。。  

答答 常備消防費負担金は、八戸広域消防内全体を構

成市町村の人口比及び基準財政需要額に応じて算

出される。平成１２年度開設の八戸北消防署・現お

いらせ消防署、平成２７年度開設の北分遣所は建設

誘致等においての特別負担金のほかは、立地市町

村に対する特別の負担金の増額はない。 

問問  非非常常備備消消防防（（消消防防団団））のの組組織織実実態態ににつついいてて、、現現在在

のの分分団団数数、、定定員員とと現現員員数数、、団団員員１１名名及及びび消消防防車車１１台台

当当たたりりのの年年間間出出勤勤数数はは。。  

答答 分団数は１９分団で条例定数は３２０名、６月１日時

点での現員は２８２名となっている。団員１名と消防

車１台あたりの年間出動数は、出動用務によって全

員・全車出動態勢となっていないため数字は算出で

きないが、直近・令和５年度の出動状況は火災が１１

件、延べ６７１人で１件あたり約６１人。  

問問  百百石石町町誌誌にによよるるとと昭昭和和２２９９年年ににはは同同町町消消防防団団はは８８分分

団団をを超超ええてていいたた。。ここのの分分団団制制度度はは７７００年年間間手手つつかかずず

にに継継続続ししててききたたとといいええるる。。地地形形、、道道路路整整備備かかららもも消消防防

機機動動力力をを発発揮揮ししややすすいい条条件件をを具具備備ししてていいるる。。  

加加ええてておおいいららせせ消消防防署署、、北北分分遣遣所所とといいうう消消防防活活動動

環環境境がが整整備備さされれたたここととをを考考ええるるとと、、組組織織的的ににもも財財政政

的的ににもも持持続続可可能能なな消消防防像像がが具具体体化化さされれててももいいいいとと

思思うう。。機機能能別別分分団団制制度度のの導導入入のの可可能能性性ににもも言言及及しし

たた答答弁弁をを求求めめるる。。  

答答 消防団員確保に取り組んでいるが、団員が１０名を

下回る分団が出てきており、個別に担当課が懇談す

る場を設けているが進展していない。 

また、機能別分団制度導入は、当町では災害対応

や広報活動も消防全体で行っているため、現段階で

は導入の考えはない。 

 

 

[

６
月
定
例
会
議
案]

 
 
[

補
正
予
算]

 
 
[

一
部
事
務
組
合
報
告]

 
 
[

質
疑
・
行
政
報
告]

 
 

[

全
員
協
議
会]

 
 

〔
５
月
臨
時
会]

 
 

[[

一一
般般
質質
問問  

６６
名名]] 

 

 

消防団の組織実態と消防体制は 
 

西館
にしだて

 芳信
よしのぶ

 議員 

［
一
般
質
問　
６
名
］

１１４４  ○おいらせ町議会だより 2024.7.26 発行／懸橋かけはし第７４号○  

 

消消防防体体制制のの在在りり方方ににつついいてて問問うう  

問問  当当町町議議会会はは先先のの臨臨時時会会でで水水槽槽付付ポポンンププ自自動動車車１１

台台をを契契約約金金額額７７，，２２２２７７万万円円でで購購入入ししたた。。町町民民のの生生命命

財財産産をを守守るるたためめのの必必要要装装備備ででああるるがが、、安安いいももののでではは

なないいとと思思うう。。そそここでで、、ここれれにに関関すするる国国、、県県のの助助成成のの有有

無無及及びび事事業業制制度度のの状状況況はは。。  

答答 国及び県の補助金は入っておらず、緊急防災・減

災事業による全額地方債だが、令和７年度までの期

限付事業であるため、起債充当率１００％、交付税参

入７０％と有利性のある起債であると考えている。 

問問  各各分分団団にに対対すするる水水槽槽付付ポポンンププ車車購購入入割割当当基基準準、、優優

先先度度ががああれればばおお示示しし願願いいたたいい。。  

答答 割当基準はなく、市街地が入り組んでいたり農地

や山林が多く、水利が近くにないなどの条件下で、

町と分団の協議により車両選定を行ってきた。 

更新は、水槽付きの場合は同車種での更新を基本

に、経過年数３０年以上で走行距離や老朽度合い

等の要件で優先度を決定している。  

問問  町町所所有有のの消消防防自自動動車車のの総総数数、、水水槽槽付付とと水水槽槽ががつついい

てていいなないいポポンンププ車車のの割割合合とと、、今今後後のの水水槽槽付付ポポンンププ車車

占占有有率率のの目目標標値値ががああれればば、、そそのの実実現現計計画画はは。。  

答答 消防自動車の総数は１９台で、そのうち水槽付ポン

プ自動車が５台で全体の約２６％、残り１４台のうち

普通ポンプ自動車が１３台、小型ポンプ積載車が１

台。現段階では新たに水槽付ポンプ自動車を配備す

る予定はない。 

問問  毎毎年年のの消消防防費費のの予予算算、、決決算算書書をを見見るるとと非非常常備備消消防防

費費にに事事務務組組合合負負担担金金がが計計上上さされれてていいるるがが、、そそのの考考ええ

方方はは。。  

答答 八戸広域市町村圏事務組合消防費負担金の計上

科目については、合併時から非常備消防費に計上さ

れてきており予算執行上の問題はない。 

問問  消消防防費費のの中中にに、、分分団団順順にに年年次次でで拠拠点点施施設設（（屯屯所所、、

詰詰所所等等））のの改改修修費費がが計計上上さされれるるののはは常常だだがが、、ここのの事事

業業のの到到達達点点とと必必要要財財源源額額はは。。  

答答 一定の目安として塗装１５年、木造大規模改修４０

年等の経過年数での目標年度を設けている。 
 

現有１８箇所の分団施設を目安に当てはめ今後

１０年間での年次計画を組むと、令和１５年度までに

塗装１３施設、大規模改修４施設等、概算で約１億

円が見込まれる。 

問問  おおいいららせせ消消防防署署及及びび北北分分遣遣所所のの設設置置年年、、定定員員、、装装

備備、、シシフフトト体体制制、、設設置置年年をを境境ととししたた、、今今でではは年年間間３３億億５５

千千万万円円前前後後にに達達すするる分分担担金金等等のの増増減減ははどどのの程程度度

かか。。  

答答 常備消防費負担金は、八戸広域消防内全体を構

成市町村の人口比及び基準財政需要額に応じて算

出される。平成１２年度開設の八戸北消防署・現お

いらせ消防署、平成２７年度開設の北分遣所は建設

誘致等においての特別負担金のほかは、立地市町

村に対する特別の負担金の増額はない。 

問問  非非常常備備消消防防（（消消防防団団））のの組組織織実実態態ににつついいてて、、現現在在

のの分分団団数数、、定定員員とと現現員員数数、、団団員員１１名名及及びび消消防防車車１１台台

当当たたりりのの年年間間出出勤勤数数はは。。  

答答 分団数は１９分団で条例定数は３２０名、６月１日時

点での現員は２８２名となっている。団員１名と消防

車１台あたりの年間出動数は、出動用務によって全

員・全車出動態勢となっていないため数字は算出で

きないが、直近・令和５年度の出動状況は火災が１１

件、延べ６７１人で１件あたり約６１人。  

問問  百百石石町町誌誌にによよるるとと昭昭和和２２９９年年ににはは同同町町消消防防団団はは８８分分

団団をを超超ええてていいたた。。ここのの分分団団制制度度はは７７００年年間間手手つつかかずず

にに継継続続ししててききたたとといいええるる。。地地形形、、道道路路整整備備かかららもも消消防防

機機動動力力をを発発揮揮ししややすすいい条条件件をを具具備備ししてていいるる。。  

加加ええてておおいいららせせ消消防防署署、、北北分分遣遣所所とといいうう消消防防活活動動

環環境境がが整整備備さされれたたここととをを考考ええるるとと、、組組織織的的ににもも財財政政

的的ににもも持持続続可可能能なな消消防防像像がが具具体体化化さされれててももいいいいとと

思思うう。。機機能能別別分分団団制制度度のの導導入入のの可可能能性性ににもも言言及及しし

たた答答弁弁をを求求めめるる。。  

答答 消防団員確保に取り組んでいるが、団員が１０名を

下回る分団が出てきており、個別に担当課が懇談す

る場を設けているが進展していない。 

また、機能別分団制度導入は、当町では災害対応

や広報活動も消防全体で行っているため、現段階で

は導入の考えはない。 
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公公共共施施設設使使用用料料見見直直ししとと減減免免基基準準変変更更にに係係るる

問問題題点点つついいてて問問うう  

問問  行行政政とと町町内内会会のの役役割割ににつついいててはは、、合合併併以以前前かからら広広

報報紙紙のの配配布布ををははじじめめ、、回回覧覧板板等等をを通通じじ、、行行政政かかららのの

情情報報をを住住民民にに伝伝ええるる役役目目をを行行っっててききてていいるる。。ままたた。。町町

内内会会はは地地域域住住民民とと行行政政ををつつななぎぎ、、地地域域課課題題をを解解決決しし

てていいくくたためめ、、地地域域ににおおけけるる情情報報のの共共有有化化、、ココミミュュニニケケ

ーーシショョンンづづくくりりにに貢貢献献ししてていいるる。。  

そそのの外外、、地地域域のの防防犯犯・・防防災災・・防防火火活活動動をを始始めめ、、環環境境

美美化化活活動動、、保保健健衛衛生生活活動動ななどど行行政政ととのの協協働働にによよりり身身

近近なな公公共共的的活活動動にに積積極極的的にに取取りり組組んんででいいるる。。  

ままたた、、町町のの依依頼頼をを受受けけ民民生生委委員員やや保保健健協協力力員員なな

どど、、様様々々なな委委員員をを推推薦薦しし、、福福祉祉、、保保健健ななどどのの分分野野ににおお

けけるる地地域域ででのの対対応応やや行行政政のの様様々々なな事事業業等等へへ協協力力をを

行行っっててききてていいるる。。ここののよよううにに、、行行政政とと町町内内会会はは互互いいにに

支支ええああいいななががらら住住みみよよいい地地域域づづくくりりののたためめののパパーートト

ナナーー関関係係ににああるる。。ここののここととににつついいてて町町ははどどののよよううにに考考

ええてていいるるかか。。  

答答 町内会と行政は、良好な地域社会の形成・維持の

ため、多様化する住民ニーズや地域において生じる

身近な課題に対して、町行政だけでは賄いきれない、

地道で自主的な地域活動をいただいている。町内会

は町民と行政の架け橋であり、町としてもその活動に

は一定の支援をしながら協力をいただいている。 

問問  おおいいららせせ町町はは、、ここれれままでで町町民民ののココミミュュニニテティィ活活動動をを

推推奨奨しし、、公公共共的的なな役役割割をを担担っってていいるる町町内内会会活活動動にに対対

ししてて理理解解しし、、公公共共施施設設をを無無料料でで使使用用ささせせてていいたたとといいうう

大大変変独独自自性性ののああるる政政策策ででももっってて行行政政とと町町内内会会のの信信

頼頼関関係係をを気気づづいいててききたたももののとと思思っってていいるるがが、、ここののこことと

にに対対ししてて町町ははどどののよよううにに考考ええてていいるるののかか。。  

答答 合併以前から、コミュニティ活動の推進のみならず、

スポーツや文化活動の推進のため、町内会やスポー

ツ団体、文化団体の使用について全額免除してき

た。今後も地域コミュニティなどまちづくりや町内会

活動の推進のため、相互に協力していくという基本

的な考え方は変わらない。一方、施設の使用料につ

いては、利用した人が利用した分の対価として、維持

管理費の一部を負担することが受益者負担の観点

から適切であるため、すべてを無料とするのではな

く、使用料と減免基準の見直しを行った。 

  

問問  ななぜぜ、、公公共共的的なな役役割割をを果果たたししてていいるる町町内内会会ととのの関関

係係をを切切りり崩崩すすよよううななここととをを行行ううののかか、、甚甚だだ疑疑問問をを感感じじ

るる。。事事前前にに町町内内会会へへのの説説明明ががななさされれたたののかか。。  

答答 各町内会においては、活動の場として各地区の集

会施設を利用していることもあり、町内会への事前説

明は行っていない。なお、見直しにあたり社会教育関

係団体及びスポーツ団体への説明会開催やホーム

ページへの掲載を行ったほか、条例改正後の令和６

年１月から３月まで、町広報紙に見直し内容につい

て掲載している。 

問問  今今回回のの公公共共施施設設使使用用料料見見直直ししとと減減免免基基準準のの変変更更

はは、、公公共共施施設設をを使使用用ししてていいなないい人人たたちちととのの公公平平性性にに

欠欠けけるるとといいうう理理由由ででああるるなならら、、日日々々公公共共的的なな役役割割をを果果

たたししてていいるる町町内内会会かかららみみてて、、逆逆のの立立場場かからら公公平平性性にに

欠欠けけるるももののとと感感じじととれれるるがが、、どどののよよううにに考考ええてていいるるかか。。  

答答 受益者負担の原則から公共施設を利用した場合

は維持管理費の一部を負担するという意味での公

平性を言っている。集会施設を持っている町内会で

は、相応の施設維持管理費を負担していることから、

町内会と町の関わりと施設使用料の減免は、ある程

度分けて考える必要があると思っている。  

問問  行行政政のの一一翼翼をを担担っってていいるる町町内内会会ととのの関関係係はは、、車車でで

例例ええるるなならら両両輪輪ででああるるとと言言わわれれてていいるる。。町町内内会会活活動動

のの公公共共性性とといいうう考考ええ方方とと、、今今後後もも協協働働ののままちちづづくくりりをを

行行うう大大切切ななパパーートトナナーー関関係係ででああるるとといいううここととかからら、、全全

額額免免除除にに変変更更すすべべききででああるるとと私私はは考考ええるるがが、、町町のの考考

ええをを伺伺うう。。  

答答 今回の見直しは、使用料の算定基準、受益者負担

の原則、減免基準など様々な検討を経て行ったもの。

使用料については３年ごとに再算定を行い負担の適

正化を図り、併せて減免についても運用方法を見直

すことにしているので、課題等を整理し見直しが必要

かどうか検証したいと考えている。 
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公公共共施施設設使使用用料料見見直直ししとと減減免免基基準準変変更更にに係係るる

問問題題点点つついいてて問問うう  

問問  行行政政とと町町内内会会のの役役割割ににつついいててはは、、合合併併以以前前かからら広広

報報紙紙のの配配布布ををははじじめめ、、回回覧覧板板等等をを通通じじ、、行行政政かかららのの

情情報報をを住住民民にに伝伝ええるる役役目目をを行行っっててききてていいるる。。ままたた。。町町

内内会会はは地地域域住住民民とと行行政政ををつつななぎぎ、、地地域域課課題題をを解解決決しし

てていいくくたためめ、、地地域域ににおおけけるる情情報報のの共共有有化化、、ココミミュュニニケケ

ーーシショョンンづづくくりりにに貢貢献献ししてていいるる。。  

そそのの外外、、地地域域のの防防犯犯・・防防災災・・防防火火活活動動をを始始めめ、、環環境境

美美化化活活動動、、保保健健衛衛生生活活動動ななどど行行政政ととのの協協働働にによよりり身身

近近なな公公共共的的活活動動にに積積極極的的にに取取りり組組んんででいいるる。。  

ままたた、、町町のの依依頼頼をを受受けけ民民生生委委員員やや保保健健協協力力員員なな

どど、、様様々々なな委委員員をを推推薦薦しし、、福福祉祉、、保保健健ななどどのの分分野野ににおお

けけるる地地域域ででのの対対応応やや行行政政のの様様々々なな事事業業等等へへ協協力力をを

行行っっててききてていいるる。。ここののよよううにに、、行行政政とと町町内内会会はは互互いいにに

支支ええああいいななががらら住住みみよよいい地地域域づづくくりりののたためめののパパーートト

ナナーー関関係係ににああるる。。ここののここととににつついいてて町町ははどどののよよううにに考考

ええてていいるるかか。。  

答答 町内会と行政は、良好な地域社会の形成・維持の

ため、多様化する住民ニーズや地域において生じる

身近な課題に対して、町行政だけでは賄いきれない、

地道で自主的な地域活動をいただいている。町内会

は町民と行政の架け橋であり、町としてもその活動に

は一定の支援をしながら協力をいただいている。 

問問  おおいいららせせ町町はは、、ここれれままでで町町民民ののココミミュュニニテティィ活活動動をを

推推奨奨しし、、公公共共的的なな役役割割をを担担っってていいるる町町内内会会活活動動にに対対

ししてて理理解解しし、、公公共共施施設設をを無無料料でで使使用用ささせせてていいたたとといいうう

大大変変独独自自性性ののああるる政政策策ででももっってて行行政政とと町町内内会会のの信信

頼頼関関係係をを気気づづいいててききたたももののとと思思っってていいるるがが、、ここののこことと

にに対対ししてて町町ははどどののよよううにに考考ええてていいるるののかか。。  

答答 合併以前から、コミュニティ活動の推進のみならず、

スポーツや文化活動の推進のため、町内会やスポー

ツ団体、文化団体の使用について全額免除してき

た。今後も地域コミュニティなどまちづくりや町内会

活動の推進のため、相互に協力していくという基本

的な考え方は変わらない。一方、施設の使用料につ

いては、利用した人が利用した分の対価として、維持

管理費の一部を負担することが受益者負担の観点

から適切であるため、すべてを無料とするのではな

く、使用料と減免基準の見直しを行った。 

  

問問  ななぜぜ、、公公共共的的なな役役割割をを果果たたししてていいるる町町内内会会ととのの関関

係係をを切切りり崩崩すすよよううななここととをを行行ううののかか、、甚甚だだ疑疑問問をを感感じじ

るる。。事事前前にに町町内内会会へへのの説説明明ががななさされれたたののかか。。  

答答 各町内会においては、活動の場として各地区の集

会施設を利用していることもあり、町内会への事前説

明は行っていない。なお、見直しにあたり社会教育関

係団体及びスポーツ団体への説明会開催やホーム

ページへの掲載を行ったほか、条例改正後の令和６

年１月から３月まで、町広報紙に見直し内容につい

て掲載している。 

問問  今今回回のの公公共共施施設設使使用用料料見見直直ししとと減減免免基基準準のの変変更更

はは、、公公共共施施設設をを使使用用ししてていいなないい人人たたちちととのの公公平平性性にに

欠欠けけるるとといいうう理理由由ででああるるなならら、、日日々々公公共共的的なな役役割割をを果果

たたししてていいるる町町内内会会かかららみみてて、、逆逆のの立立場場かからら公公平平性性にに

欠欠けけるるももののとと感感じじととれれるるがが、、どどののよよううにに考考ええてていいるるかか。。  

答答 受益者負担の原則から公共施設を利用した場合

は維持管理費の一部を負担するという意味での公

平性を言っている。集会施設を持っている町内会で

は、相応の施設維持管理費を負担していることから、

町内会と町の関わりと施設使用料の減免は、ある程

度分けて考える必要があると思っている。  

問問  行行政政のの一一翼翼をを担担っってていいるる町町内内会会ととのの関関係係はは、、車車でで

例例ええるるなならら両両輪輪ででああるるとと言言わわれれてていいるる。。町町内内会会活活動動

のの公公共共性性とといいうう考考ええ方方とと、、今今後後もも協協働働ののままちちづづくくりりをを

行行うう大大切切ななパパーートトナナーー関関係係ででああるるとといいううここととかからら、、全全

額額免免除除にに変変更更すすべべききででああるるとと私私はは考考ええるるがが、、町町のの考考

ええをを伺伺うう。。  

答答 今回の見直しは、使用料の算定基準、受益者負担

の原則、減免基準など様々な検討を経て行ったもの。

使用料については３年ごとに再算定を行い負担の適

正化を図り、併せて減免についても運用方法を見直

すことにしているので、課題等を整理し見直しが必要

かどうか検証したいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

[

６
月
定
例
会
議
案]

 
 
[

補
正
予
算]

 
 
[

一
部
事
務
組
合
報
告]

 
 
[

質
疑
・
行
政
報
告]

 
 

[

全
員
協
議
会]

 
 

〔
５
月
臨
時
会]

 
 

[[

一一
般般
質質
問問  

６６
名名]] 

 

公共的活動に積極的に取り組んでいる 

町内会は公共施設使用料を全額減免すべき 
 

澤上
さわかみ

 訓
さとし

 議員 

 

▲多くの団体が利用する公民館 
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公公共共施施設設使使用用料料見見直直ししとと減減免免基基準準変変更更にに係係るる

問問題題点点つついいてて問問うう  

問問  行行政政とと町町内内会会のの役役割割ににつついいててはは、、合合併併以以前前かからら広広

報報紙紙のの配配布布ををははじじめめ、、回回覧覧板板等等をを通通じじ、、行行政政かかららのの

情情報報をを住住民民にに伝伝ええるる役役目目をを行行っっててききてていいるる。。ままたた。。町町

内内会会はは地地域域住住民民とと行行政政ををつつななぎぎ、、地地域域課課題題をを解解決決しし

てていいくくたためめ、、地地域域ににおおけけるる情情報報のの共共有有化化、、ココミミュュニニケケ

ーーシショョンンづづくくりりにに貢貢献献ししてていいるる。。  

そそのの外外、、地地域域のの防防犯犯・・防防災災・・防防火火活活動動をを始始めめ、、環環境境

美美化化活活動動、、保保健健衛衛生生活活動動ななどど行行政政ととのの協協働働にによよりり身身

近近なな公公共共的的活活動動にに積積極極的的にに取取りり組組んんででいいるる。。  

ままたた、、町町のの依依頼頼をを受受けけ民民生生委委員員やや保保健健協協力力員員なな

どど、、様様々々なな委委員員をを推推薦薦しし、、福福祉祉、、保保健健ななどどのの分分野野ににおお

けけるる地地域域ででのの対対応応やや行行政政のの様様々々なな事事業業等等へへ協協力力をを

行行っっててききてていいるる。。ここののよよううにに、、行行政政とと町町内内会会はは互互いいにに

支支ええああいいななががらら住住みみよよいい地地域域づづくくりりののたためめののパパーートト

ナナーー関関係係ににああるる。。ここののここととににつついいてて町町ははどどののよよううにに考考

ええてていいるるかか。。  

答答 町内会と行政は、良好な地域社会の形成・維持の

ため、多様化する住民ニーズや地域において生じる

身近な課題に対して、町行政だけでは賄いきれない、

地道で自主的な地域活動をいただいている。町内会

は町民と行政の架け橋であり、町としてもその活動に

は一定の支援をしながら協力をいただいている。 

問問  おおいいららせせ町町はは、、ここれれままでで町町民民ののココミミュュニニテティィ活活動動をを

推推奨奨しし、、公公共共的的なな役役割割をを担担っってていいるる町町内内会会活活動動にに対対

ししてて理理解解しし、、公公共共施施設設をを無無料料でで使使用用ささせせてていいたたとといいうう

大大変変独独自自性性ののああるる政政策策ででももっってて行行政政とと町町内内会会のの信信

頼頼関関係係をを気気づづいいててききたたももののとと思思っってていいるるがが、、ここののこことと

にに対対ししてて町町ははどどののよよううにに考考ええてていいるるののかか。。  

答答 合併以前から、コミュニティ活動の推進のみならず、

スポーツや文化活動の推進のため、町内会やスポー

ツ団体、文化団体の使用について全額免除してき

た。今後も地域コミュニティなどまちづくりや町内会

活動の推進のため、相互に協力していくという基本

的な考え方は変わらない。一方、施設の使用料につ

いては、利用した人が利用した分の対価として、維持

管理費の一部を負担することが受益者負担の観点

から適切であるため、すべてを無料とするのではな

く、使用料と減免基準の見直しを行った。 

  

問問  ななぜぜ、、公公共共的的なな役役割割をを果果たたししてていいるる町町内内会会ととのの関関

係係をを切切りり崩崩すすよよううななここととをを行行ううののかか、、甚甚だだ疑疑問問をを感感じじ

るる。。事事前前にに町町内内会会へへのの説説明明ががななさされれたたののかか。。  

答答 各町内会においては、活動の場として各地区の集

会施設を利用していることもあり、町内会への事前説

明は行っていない。なお、見直しにあたり社会教育関

係団体及びスポーツ団体への説明会開催やホーム

ページへの掲載を行ったほか、条例改正後の令和６

年１月から３月まで、町広報紙に見直し内容につい

て掲載している。 

問問  今今回回のの公公共共施施設設使使用用料料見見直直ししとと減減免免基基準準のの変変更更

はは、、公公共共施施設設をを使使用用ししてていいなないい人人たたちちととのの公公平平性性にに

欠欠けけるるとといいうう理理由由ででああるるなならら、、日日々々公公共共的的なな役役割割をを果果

たたししてていいるる町町内内会会かかららみみてて、、逆逆のの立立場場かからら公公平平性性にに

欠欠けけるるももののとと感感じじととれれるるがが、、どどののよよううにに考考ええてていいるるかか。。  

答答 受益者負担の原則から公共施設を利用した場合

は維持管理費の一部を負担するという意味での公

平性を言っている。集会施設を持っている町内会で

は、相応の施設維持管理費を負担していることから、

町内会と町の関わりと施設使用料の減免は、ある程

度分けて考える必要があると思っている。  

問問  行行政政のの一一翼翼をを担担っってていいるる町町内内会会ととのの関関係係はは、、車車でで

例例ええるるなならら両両輪輪ででああるるとと言言わわれれてていいるる。。町町内内会会活活動動

のの公公共共性性とといいうう考考ええ方方とと、、今今後後もも協協働働ののままちちづづくくりりをを

行行うう大大切切ななパパーートトナナーー関関係係ででああるるとといいううここととかからら、、全全

額額免免除除にに変変更更すすべべききででああるるとと私私はは考考ええるるがが、、町町のの考考

ええをを伺伺うう。。  

答答 今回の見直しは、使用料の算定基準、受益者負担

の原則、減免基準など様々な検討を経て行ったもの。

使用料については３年ごとに再算定を行い負担の適

正化を図り、併せて減免についても運用方法を見直

すことにしているので、課題等を整理し見直しが必要

かどうか検証したいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

[

６
月
定
例
会
議
案]

 
 
[

補
正
予
算]

 
 
[

一
部
事
務
組
合
報
告]

 
 
[

質
疑
・
行
政
報
告]

 
 

[

全
員
協
議
会]

 
 

〔
５
月
臨
時
会]

 
 

[[

一一
般般
質質
問問  

６６
名名]] 

 

公共的活動に積極的に取り組んでいる 

町内会は公共施設使用料を全額減免すべき 
 

澤上
さわかみ

 訓
さとし

 議員 

 

▲多くの団体が利用する公民館 



１６１６　○おいらせ町議会だより 2024.7.26 発行／懸橋かけはし第７４号○

［
質
疑
・
行
政
報
告
］

［
一
般
質
問　
６
名
］

［
全
員
協
議
会
］

［
５
月
臨
時
会
］

［
一
部
事
務
組
合
報
告
］

［
補
正
予
算
］

［
６
月
定
例
会
当
初
予
算
］

  

 

  

 

第第３３回回定定例例会会ののおお知知ららせせ  
令令和和６６年年９９月月５５日日((木木))午午前前1100時時かからら  

日程の詳細は９月上旬に町ホームページを 
ご確認ください。 

 

●問い合せ 議会事務局(本庁舎３階) 

●電話 ０１７８(５６)２１１２ 

 

夏空がまぶしく輝くころになりましたが、町民の皆様はい

かがお過ごしでしょうか。 

さて、６月定例会は会期延長となりましたが無事閉会いた

しました。議会を傍聴されている方はご承知かと思います

が、おいらせ町議会はタブレットを導入し、ペーパーレス化で

議会に取組んでいます。 

紙資源の節約につながるため、

環境保護やＳＤＧｓに沿った議会運

営を行える半面、議会中にメモが取

りにくいなどのデメリットもあります。

タブレット端末での議会広報活動

及び情報発信など、今後さらなる活

用を検討し効率的かつ円滑な議会

運営を推進してまいります。 

「ぎかいだより懸橋」に 

表表紙紙写写真真ををおお寄寄せせくくだだささいい  
町の魅力あふれる写真をお待ちしています。 

送付先 おいらせ町議会事務局 議会広報係 

電 話 ０１７８－５６－２１１１（代表） 

メ ー ル gikai@town.oirase.aomori.jp 
広報委員 大浦

お お う ら

 陽子
よ う こ

 

青森労働福祉会館（青森市）において町村議会広

報研修会が開催され、３名の委員が参加しました。グ

ラフィックデザイナーの長岡光弘氏を講師に迎え、議

会広報制作のポイントや各町村の議会だよりにアド

バイスをいただきました。 

今後も「読んでもらえ

る議会だより」を目指し、

議会だよりをとおして議

会活動を身近に感じても

らえるよう工夫していきま

す。 

５月２９日 町村議会広報研修会 

 

６月定例会の傍聴者は

３２名でした。 

おいらせ町議会では皆様

の傍聴をお待ちしており

ます。 

 

議会の動き  令和６年４月～６月 

【４月】 

１０日 議会広報編集調査特別委員会（本庁舎会議室） 

１９日 第２回 全員協議会（議場） 

 

【５月】 

  ２日 議会運営委員会（本庁舎会議室） 

 ２日 第１回 臨時会（議場） 

２０日 第３回 全員協議会（議場） 

２９日 町村議会広報研修会（青森市） 

３１日 議会運営委員会（本庁舎会議室） 

 

【６月】 

６～１８日 第２回 定例会（議場） 

７月１７日 県下町村議会議員研修会 

・・・・・・７月１８日作成・・・・ 

 
 

▲研修会の様子 

 

 

▲第２回定例会 

  

 

 

 

第３回定例会のお知らせ 
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日程の詳細は９月上旬に町ホームページを 
ご確認ください。 
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夏空がまぶしく輝くころになりましたが、町民の皆様はい

かがお過ごしでしょうか。 

さて、６月定例会は会期延長となりましたが無事閉会いた

しました。議会を傍聴されている方はご承知かと思います

が、おいらせ町議会はタブレットを導入し、ペーパーレス化で
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用を検討し効率的かつ円滑な議会

運営を推進してまいります。 

「ぎかいだより懸橋」に 

表紙写真をお寄せください 
町の魅力あふれる写真をお待ちしています。 

送付先 おいらせ町議会事務局 議会広報係 

電 話 ０１７８－５６－２１１１（代表） 
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送付先 おいらせ町議会事務局 議会広報係 

電 話 ０１７８－５６－２１１１（代表） 

メ ー ル gikai@town.oirase.aomori.jp 
広報委員 大浦

お お う ら

 陽子
よ う こ

 

青森労働福祉会館（青森市）において町村議会広

報研修会が開催され、３名の委員が参加しました。グ

ラフィックデザイナーの長岡光弘氏を講師に迎え、議

会広報制作のポイントや各町村の議会だよりにアド

バイスをいただきました。 

今後も「読んでもらえ

る議会だより」を目指し、

議会だよりをとおして議

会活動を身近に感じても

らえるよう工夫していきま

す。 

５月２９日 町村議会広報研修会 

 

６ 月 定 例 会 の 傍 聴 者

は３２名でした。 

おいらせ町議会では皆様

の傍聴をお待ちしており

ます。 

 

議会の動き  令和６年４月～６月 

【４月】 

１０日 議会広報編集調査特別委員会（本庁舎会議室） 

１９日 第２回 全員協議会（議場） 

 

【５月】 

  ２日 議会運営委員会（本庁舎会議室） 

 ２日 第１回 臨時会（議場） 

２０日 第３回 全員協議会（議場） 

２９日 町村議会広報研修会（青森市） 

３１日 議会運営委員会（本庁舎会議室） 

 

【６月】 

６～１８日 第２回 定例会（議場） 

７月１７日 県下町村議会議員研修会 

・・・・・・７月１８日作成・・・・ 

 

 

▲研修会の様子 

 

 

▲第２回定例会 


